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本
市
の
自
治
公
民
館
は
３
０
０
館
あ

り
、
公
民
館
へ
の
加
入
率
は
63
・
５
㌫

と
な
っ
て
い
ま
す
。
自
治
公
民
館
は
、

見
守
り
活
動
や
環
境
美
化
活
動
な
ど
を

地
域
み
ん
な
で
取
り
組
む
組
織
で
す
。

今
回
は
、小
学
生
の
ミ
ヤ
コ
ち
ゃ
ん（
以

下　
　

）
と
近
所
の
お
じ
さ
ん
の
ジ
ョ

ウ
さ
ん
（
以
下　
　

）
の
会
話
か
ら
自

治
公
民
館
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
23-

７
１
４
６

へ
～
そ
う
な
ん
だ
。
じ
ゃ
あ
、
こ

の
地
域
で
見
守
り
活
動
を
し
て
い

る
人
は
、
み
ん
な
そ
の
ジ
ャ
ン

パ
ー
を
着
て
い
る
の
？

そ
う
だ
よ
。
君
た
ち
が
安
全
に
学

校
か
ら
帰
れ
る
よ
う
に
、
僕
た
ち

が
見
守
り
活
動
を
し
て
い
る
ん

だ
。も
し
も
の
と
き
は
、こ
の
ジ
ャ

ン
パ
ー
を
目
印
に
す
る
ん
だ
よ
。

う
ん
。
で
も
、
私
た
ち
は
心
強
い

け
ど
、
う
ち
の
お
兄
ち
ゃ
ん
は
、

部
活
が
終
わ
っ
て
帰
っ
て
く
る
の

が
夜
な
ん
だ
よ
ね
。
怖
く
な
い
か

な
ぁ
？

夜
は
、
防
犯
灯
っ
て
い
う
街
灯
を

つ
け
て
、
夜
道
で
も
、
暗
く
な
ら

な
い
よ
う
に
し
て
い
る
ん
だ
。
ほ

ら
、
ミ
ヤ
コ
ち
ゃ
ん
の
上
を
見
て

ご
ら
ん
。
あ
れ
も
防
犯
灯
だ
よ
。

防
犯
灯
は
自
治
公
民
館
で
管
理
し

て
い
る
ん
だ
。

　

自
治
公
民
館
の
活
動

■
地
域
の
安
全
を
守
る

こ
ん
に
ち
は
、
ジ
ョ
ウ
さ
ん
！　

今
日
も
見
守
り
活
動
？

こ
ん
に
ち
は
、
ミ
ヤ
コ
ち
ゃ
ん
。

そ
う
だ
よ
。
も
う
学
校
終
わ
っ
た

の
？
気
を
つ
け
て
帰
る
ん
だ
よ
。

う
ん
。
そ
れ
よ
り
、ジ
ョ
ウ
さ
ん
、

そ
の
服
ど
う
し
た
の
？　

な
ん
か

ピ
カ
ピ
カ
し
て
、
い
つ
も
と
雰
囲

気
違
う
ね
。

あ
あ
、
こ
れ
ね
。
も
う
す
ぐ
夕
方

で
、
暗
く
な
っ
て
き
た
ら
人
が
い

る
か
ど
う
か
見
え
に
く
く
な
る
だ

ろ
？　

だ
か
ら
、
自
治
公
民
館
の

み
ん
な
で
こ
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
を

作
っ
て
、
見
守
り
活
動
を
す
る
と

き
に
着
る
こ
と
に
な
っ
た
ん
だ
。

蛍
光
素
材
仕
様
だ
か
ら
、
車
の
ラ

イ
ト
が
当
た
る
と
目
立
つ
し
ね
。

知
っ
て
い
ま
す
か
？

地
域
の
力

き
ず
な

素
晴
ら
し
さ

地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
育
て
る
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う
ん
う
ん
、
自
治
公
民
館
っ
て
い

ろ
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
ん
だ

ね
。
自
治
公
民
館
の
活
動
っ
て
身

近
な
生
活
に
密
着
し
て
い
る
っ
て

こ
と
だ
ね
。

そ
う
だ
ね
。
普
段
の
生
活
に
欠
か

せ
な
い
も
の
な
の
は
間
違
い
な
い

ね
。
み
ん
な
に
自
治
公
民
館
の
大

切
さ
を
知
っ
て
も
ら
っ
て
、
い
ろ

い
ろ
な
活
動
に
参
加
し
て
ほ
し
い

ね
。

う
ん
、
私
も
こ
の
ま
ち
が
大
好
き

だ
か
ら
、
い
ろ
ん
な
人
に
自
治
公

民
館
の
良
さ
を
伝
え
て
い
く
よ
。

■
生
活
環
境
の
整
備
と
美
化

ミ
ヤ
コ
ち
ゃ
ん
、
と
こ
ろ
で
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
の
ジ
ュ
ー
ス
を
飲
む
こ

と
あ
る
よ
ね
？

う
ん
、
毎
日
飲
む
よ
。

そ
の
飲
ん
だ
あ
と
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
な
ど
を
回
収
す
る
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
が
、
公
民
館
の
横
に
あ
る

の
は
知
っ
て
い
る
だ
ろ
？　

そ
の

管
理
を
し
て
い
る
の
も
自
治
公
民

館
な
ん
だ
。

へ
～
。
管
理
っ
て
、
何
を
や
っ
て

い
る
の
？

ま
ず
は
掃
除
だ
ね
。
そ
れ
か
ら
、

分
別
さ
れ
て
い
な
い
ご
み
を
仕
分

け
す
る
こ
と
も
あ
る
ね
。
ル
ー
ル

が
守
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
あ
っ

て
結
構
大
変
な
ん
だ
よ
。

え
っ
、
そ
う
な
の
？　

ル
ー
ル
は

ち
ゃ
ん
と
守
ら
な
き
ゃ
。

そ
の
と
お
り
だ
ね
。
み
ん
な
が
ミ

ヤ
コ
ち
ゃ
ん
み
た
い
に
思
っ
て
く

れ
る
と
い
い
ね
。

■
地
域
の
連
携

先
週
、
公
園
で
あ
っ
た
防
災
訓
練

も
自
治
公
民
館
が
主
催
し
た
ん
だ

よ
。
ほ
か
に
も
、
市
役
所
か
ら
の

広
報
紙
の
配
布
な
ど
、
自
分
た
ち

の
暮
ら
し
の
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
で

自
治
公
民
館
は
関
わ
っ
て
い
る
ん

だ
よ
。

　
あ
な
た
の
生
活
を
支
え
る
自
治
公
民
館

　

私
た
ち
の
暮
ら
し
は
、
生
活
ス
タ
イ

ル
な
ど
の
違
い
は
あ
れ
、「
地
域
」
と

切
り
離
し
て
成
立
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
ご
み
問
題
や
地
域
福
祉
な
ど
を

含
め
た
多
く
の
地
域
の
課
題
を
解
決
す

る
た
め
に
、
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て

い
る
の
は
自
治
公
民
館
で
す
。

　

本
市
の
自
治
公
民
館
で
は
、
地
域
住

民
と
協
力
し
な
が
ら
、
安
心
し
て
安
全

に
暮
ら
せ
る
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
も
こ
の
機
会
に
、
ぜ

ひ
活
動
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

あ
な
た
の
身
の
回
り
に
公
民
館
未
加
入

者
が
い
た
ら
、
加
入
を
呼
び
掛
け
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

どんな活動をしているの ?  教えて館長さん !
　

高
城
地
区
で
初
め
て
見
守
り
隊
を
結
成
し
た
高
城
10
区
自
治
公
民
館

（
１
４
７
世
帯
）。
石
山
小
学
校
が
近
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
次
世
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
を
見
守
る
活
動
を
始
め
て
３
年
目
に
な
り
ま
す
。
続
け
て
い

く
う
ち
に
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
の
あ
い
さ
つ
が
増
え
ま
し
た
。
今
後
も
地

域
で
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

高
城
10
区
自
治
公
民
館

館
長　

盛
田
春
雄
さ
ん

　

加
入
世
帯
が
市
内
最
多
の
下
長
飯
自
治
公
民
館（
７
２
０
世
帯
）。
ジ
ャ

ン
カ
ン
馬
踊
り
や
手
拍
子
太
鼓
踊
り
な
ど
の
伝
統
芸
能
が
数
多
く
残
っ
て

い
て
、
伝
統
芸
能
継
承
の
た
め
に
積
極
的
に
住
民
の
人
も
参
加
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
こ
の
よ
う
な
活
動
を
大
切
に
し
て
、
良
き
伝
統
を
守
り
続
け

て
い
き
ま
す
。

下
長
飯
自
治
公
民
館

館
長　

久
保
征ま
さ
み
つ満
さ
ん

　

晴
れ
た
日
は
田
園
風
景
か
ら
高
千
穂
峰
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
荒
川
内

自
治
公
民
館
（
44
世
帯
）。
75
歳
以
上
の
高
齢
者
が
48
㌫
を
占
め
て
い
ま

す
が
、
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
地
域
住
民
一
体
と
な
っ
て
、
美
し
い
自
然

を
守
る
た
め
に
、
美
化
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
少
な
い
世
帯
な

ら
で
は
の
、
顔
の
見
え
る
関
係
を
築
い
て
い
き
ま
す
。

荒
川
内
自
治
公
民
館

館
長　

野
間
登
志
子
さ
ん

地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
育
て
る

良
き
伝
統
を
守
り
続
け
る
活
動
を

顔
の
見
え
る
関
係
を
目
指
し
て
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【
出
陣
式
】

●
日
時　

11
月
１
日
㈰　

10
時
～

●
会
場　

稲
荷
神
社
（
郡
元
町
）

●
内
容　

島
津
氏
ゆ
か
り
の
地
で
ま
つ

り
が
ス
タ
ー
ト
。
神
事
で
奉
納
さ
れ
る

稲
荷
神
社
伝
来
の
「
神か

ん
め舞

」
は
必
見 

都城固有の歴史と文化を核にしたまつりを通して、ふるさとへの理解を深めるとともに、次世代を担う子
どもたちが郷土を誇りに思える心を育てようと、昨年スタートした「島津発祥まつり」。
今年も市内に残る歴史資源（史跡や文化財など）の探訪や、さまざまな歴史イベントの開催を通じて、市
民の皆さんを現代の都城の原点となった「島津の時代」へといざないます。

2009島津発祥まつり
SHIMADZU WEEK ’09

            
=まつりの楽しみ方=

【
都
城
秋
祭
り
～
御ご
し
ん
こ
う

神
幸
行
列
】

●
日
時　

11
月
３
日
㈫　

９
時
～

●
コ
ー
ス　

　

八
坂
神
社
（
宮
丸
町
）
→
神
柱
宮

●
内
容　

お
か
げ
祭
り
振
興
会
に
よ
る

神
幸
行
列
、
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
な
ど
が
中

央
通
り
を
練
り
歩
き
ま
す
（
予
定
）

●
問
い
合
わ
せ　

都
城
商
工
会
議
所

　
　
　
　
　
　
　

☎
23-

０
０
０
１

【
維
新
の
風
～
明
道
館
パ
レ
ー
ド
】

●
日
時　

11
月
７
日
㈯　

15
時
～　
　

※
雨
天
時
は
８
日
㈰
に
順
延

●
コ
ー
ス　

旭ひ
の
お丘
神
社（
市
役
所
西
側
）

→
岳
下
橋
→
歴
史
資
料
館

●
内
容　

戊ぼ
し
ん辰
戦
争
に
出
陣
し
た
「
私

領
一
番
隊
」
や
子
ど
も
武
者
が
歴
史
絵

巻
さ
な
が
ら
に
市
中
を
練
り
歩
き
ま
す

※
パ
レ
ー
ド
参
加
者
も
募
集
中

●
参
加
申
し
込
み　

　

都
城
青
年
会
議
所　
　
　
　
　
　
　

　

☎
23-

０
５
０
２

【
都
城
島
津
花
火
】

●
日
時　

11
月
７
日
㈯　

19
時
～

※
雨
天
時
は
８
日
㈰
に
順
延

●
会
場　

歴
史
資
料
館
イ
ベ
ン
ト
広
場

（
駐
車
場
南
側
）

●
内
容　

島
津
の
家
紋
「
丸
に
十
字
の

紋
」
を
か
た
ど
っ
た
創
作
花
火
を
含
む

約
９
０
０
発
が
秋
の
夜
空
を
彩
り
ま
す

晩秋の都城を彩る歴史の祭典（11月１日～8日）

昨年の明道館パレードの様子

島 

津 

荘 

園

　

歴
史
資
料
館
イ
ベ
ン
ト
広
場
で

は
、
11
月
７
日
㈯（
雨
天
時
は
８

日
㈰
に
順
延
）
11
時
か
ら
、
飲
食

ブ
ー
ス
な
ど
が
出
店
す
る「
島
津

荘
園
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

会
場
で
は
、
多
彩
な
ス
テ
ー
ジ

イ
ベ
ン
ト
の
ほ
か
、
昨
年
好
評

だ
っ
た「
お
い
ら
ん
道
中
」（
16
時

開
催
予
定
）、
地
元
食
材
を
生
か

し
た「
洋
菓
子
パ
テ
ィ
シ
エ
選
手

権
」
出
品
焼
き
菓
子
の
無
料
配
布

な
ど
も
行
い
ま
す
。

ま
つ
り
期
間
中
は
市
中
パ
レ
ー

ド
や
創
作
花
火
、
歴
史
資
料
館

企
画
展
な
ど
見
ど
こ
ろ
満
載

見
る

11/1
（日）

11/8
（日）

特
別
企
画

�2009.10



【
島
津
講
談
会
】

●
日
時　

11
月
６
日
㈮　

19
時
～

●
会
場　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

●
内
容　

新
進
気
鋭
の
講
談
師
が
都
城

島
津
家
に
ち
な
ん
だ
新
作
講
談
を
披
露

●
入
場
料　

前
売
券
１
、０
０
０
円　

　
　
　
　
　

当
日
券
１
、５
０
０
円

●
チ
ケ
ッ
ト
の
問
い
合
わ
せ　

　

島
津
発
祥
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　

☎
51-

５
５
０
１

【
史
跡
め
ぐ
り
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
】

●
期
間　

10
月
10
日
㈯
～
11
月
６
日
㈮

●
内
容　

ヒ
ン
ト
を
も
と
に
島
津
ゆ
か

り
の
史
跡
・
寺
社
な
ど
を
巡
り
、
設
置

さ
れ
て
い
る
ス
タ
ン
プ
を
集
め
た
人
に

抽
選
で
島
津
グ
ッ
ズ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

※
ス
タ
ン
プ
の
台
紙
は
、
市
内
の
公
共

　

施
設
な
ど
に
設
置
予
定

●
抽
選
会　

11
月
７
日
㈯
（
雨
天
時
は

８
日
㈰
に
順
延
）　

13
時
～
17
時

歴
史
資
料
館
イ
ベ
ン
ト
広
場
で
開
催

【
歴
１
グ
ラ
ン
プ
リ
決
勝
】

●
日
時　

11
月
７
日
㈯　

14
時
30
分
～

●
会
場　

歴
史
資
料
館
イ
ベ
ン
ト
広
場

【
明
道
館
大
学
（
入
場
無
料
）】

●
日
時　

11
月
５
日
㈭　

14
時
～

●
会
場　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

●
内
容　

薩
摩
琵び

琶わ

の
演
奏
や
都
城
島

津
家
伝
来
の
名
宝
の
紹
介
、
観
光
用
Ｄ

Ｖ
Ｄ
「
都
城
物
語
」
の
上
映
な
ど　

●
問
い
合
わ
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
都
城
歴
史
と

　

文
化
の
ま
ち
づ
く
り
会
議
事
務
局

　

☎
23-

１
９
６
８

●
内
容　

島
津
ゆ
か
り
の
場
所
を
巡
り

な
が
ら
、
ク
イ
ズ
に
答
え
て
い
く
歴
史

体
験
型
イ
ベ
ン
ト

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　

10
月
13
日
㈫
ま
で
に
、
市
役
所
経
営

　

戦
略
課　

☎
23-

２
１
１
５

＝島津発祥まつり関連グッズ＝●問い合わせ　
島津発祥まつり実行委員会
☎ 51−5501

島
津
発
祥
ま
つ
り

公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

都
城
十
字
丸

島
津
家
の
名
宝
の
解
説
や
薩
摩

琵
琶
の
音
色
、
島
津
に
ち
な
ん

だ
講
談
を
聞
い
て
楽
し
も
う
！

聞
く

島
津
に
ま
つ
わ
る
史
跡
や
寺
社
、

文
化
施
設
を
巡
り
、
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
と
ク
イ
ズ
に
挑
戦
！

挑
む

Ⓒ都城観光協会

【
都
城
歴
史
資
料
館
企
画
展

　
　

～
都
城
島
津
氏
の
本
城
を
掘
る
】

●
期
間　

10
月
６
日
㈫
～
11
月
23
日
㈪

※
毎
週
月
曜
日
休
館
（
祝
日
は
開
館
）

●
会
場　

歴
史
資
料
館

●
内
容　

市
名
の
由
来
と
も
な
っ
た
中

世
の
山
城
、
都
城
跡
か
ら
発
掘
さ
れ
た

貴
重
な
出
土
品
を
公
開

●
問
い
合
わ
せ　

市
役
所
文
化
財
課　

　
　
　
　
　
　
　

☎
23-
９
５
４
７

【
島
津
家
久
公
奉
納
神み
こ
し輿
展
示
】

　

島
津
本
家
19
代
家
久
公
が
奉
納
し
た

と
伝
え
ら
れ
る
神
輿
の
特
別
展
示
で
す
。

●
期
間　

11
月
1
日
㈰
～
8
日
㈰

●
会
場　

東つ
ま

霧
島
神
社
（
高
崎
町
）　

●
問
い
合
わ
せ　

　

東
霧
島
神
社 　

☎
62-

１
７
１
３

  今年は４種類のＴシャツや携帯電話用
シールのほか、扇子やストラップなどの
新作グッズを販売しています。
●販売場所
　都城観光協会事務局
　滝の駅せきのお
　大丸センターモール

※島津発祥まつり公式ブログは
　こちら↓
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●
募
集
人
員　

環
境
園
芸
学
部
環
境
園

芸
学
科
１
３
０
人

※
新
設
の
人
間
発
達
学
部
は
、
認
可
申

　

請
中
の
た
め
11
月
以
降
に
募
集
開
始

　

予
定
で
す

特
待
生
推
薦
入
試

【
出
願
期
間
】
10
月
５
日
㈪
～
21
日
㈬

【
試
験
日
】　

10
月
25
日
㈰

推
薦
入
試　

【
出
願
期
間
】

（
Ⅰ
期
）　

11
月
２
日
㈪
～
11
日
㈬

（
Ⅱ
期
）　

12
月
14
日
㈪
～
24
日
㈭

【
試
験
日
】

（
Ⅰ
期
）　

11
月
15
日
㈰

（
Ⅱ
期
）　

平
成
22
年
１
月
７
日
㈭

都
城
市
近
隣
の
大
学
、
高
専
、
専
修
学
校
の
学
生
募
集
の
お
知
ら
せ

一
般
入
試　

【
出
願
期
間
】

（
Ⅰ
期
）　

平
成
22
年
１
月
18
日
㈪
～

　
　
　
　

２
月
３
日
㈬

（
Ⅱ
期
）　

平
成
22
年
２
月
15
日
㈪
～

　
　
　
　

３
月
１
日
㈪

（
Ⅲ
期
）　

平
成
22
年
３
月
８
日
㈪
～

　
　
　
　

23
日
㈫

【
試
験
日
】

（
Ⅰ
期
）　

平
成
22
年
２
月
７
日
㈰

（
Ⅱ
期
）　

平
成
22
年
３
月
４
日
㈭

（
Ⅲ
期
）　

平
成
22
年
３
月
24
日
㈬

セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
入
試　

【
出
願
期
間
】

（
Ⅰ
期
）　

平
成
22
年
１
月
18
日
㈪
～

　
　
　
　

２
月
５
日
㈮

（
Ⅱ
期
）　

平
成
22
年
２
月
15
日
㈪
～

　
　
　
　

３
月
３
日
㈬

（
Ⅲ
期
）　

平
成
22
年
３
月
８
日
㈪
～

　
　
　
　

23
日
㈫

南
九
州
大
学
都
城
キ
ャ
ン
パ
ス

（
立
野
町
）

☎
０
１
２
０―

37―

３
９
２
０

●
募
集
人
員　

准
看
護
師
科
70
人

　
　
　
　
　
　

看
護
師
科
50
人

一
般
入
試　

准
看
護
師
科
（
医
療
高
等
課
程
）

【
出
願
期
間
】

（
１
次
募
集
）　

10
月
５
日
㈪
～
19
日
㈪

（
２
次
募
集
）　

平
成
22
年
１
月
12
日
㈫

　
　
　
　
　
　

～
25
日
㈪

【
試
験
日
】

（
１
次
募
集
）　

10
月
24
日
㈯

（
２
次
募
集
）　

平
成
22
年
１
月
30
日
㈯

看
護
師
科
（
医
療
専
門
課
程
）

【
出
願
期
間
】　

12
月
１
日
㈫
～
18
日
㈮

【
試
験
日
】　

平
成
22
年
１
月
16
日
㈯

都
城
看
護
専
門
学
校

（
姫
城
町
）　

☎
22―

０
７
１
１

都
城
洋
香
看
護
専
門
学
校

（
三
股
町
大
字
長
田
）

☎
52-

６
９
２
１

●
募
集
人
員　

看
護
学
科
80
人

特
別
選
抜
入
試

【
出
願
期
間
】　

10
月
14
日
㈬
～
22
日
㈭

【
試
験
日
】　

10
月
30
日
㈮

一
般
入
試

【
出
願
期
間
】

（
１
次
募
集
）　

平
成
22
年
１
月
７
日
㈭

　
　
　
　
　
　

～
15
日
㈮

（
２
次
募
集
）　

平
成
22
年
２
月
２
日
㈫

　
　
　
　
　
　

～
10
日
㈬

（
３
次
募
集
）　

平
成
22
年
３
月
16
日
㈫

　
　
　
　
　
　

～
23
日
㈫

【
試
験
日
】

（
１
次
募
集
）　

平
成
22
年
１
月
28
日
㈭

（
２
次
募
集
）　

平
成
22
年
２
月
18
日
㈭

（
３
次
募
集
）　

平
成
22
年
３
月
24
日
㈬

●
募
集
人
員　

機
械
工
学
科
・
電
気
情

報
工
学
科
・
物
質
工
学
科
・
建
築
学
科

各
40
人

推
薦
入
試　

【
出
願
期
間
】

平
成
22
年
１
月
12
日
㈫
～
15
日
㈮

【
試
験
日
】　

平
成
22
年
１
月
20
日
㈬

一
般
入
試　

【
出
願
期
間
】

平
成
22
年
２
月
１
日
㈪
～
８
日
㈪

【
試
験
日
】　

平
成
22
年
２
月
21
日
㈰

都
城
工
業
高
等
専
門
学
校

（
吉
尾
町
）

☎
47―

１
１
３
４

自
宅
か
ら
通
え
る

学
校
で
、

未
来
の
夢
を

か
な
え
よ
う
！
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一
般
・
社
会
人
入
試　
　

【
試
験
日
】

10
月
10
日
㈯
・
11
月
７
日
㈯
・
12
月
12

日
㈯
・
平
成
22
年
１
月
16
日
㈯
・
２
月

13
日
㈯
・
３
月
13
日
㈯
・
４
月
１
日
㈭

●
募
集
人
員　

歯
科
衛
生
士
科
30
人　

　
　
　
　
　
　
（
女
子
の
み
）

推
薦
入
試　

【
出
願
期
間
】

（
第
１
回
）　

10
月
１
日
㈭
～
９
日
㈮

（
第
２
回
）　

10
月
13
日
㈫
～

　
　
　
　
　

11
月
６
日
㈮

【
試
験
日
】

（
第
１
回
）　

10
月
10
日
㈯

（
第
２
回
）　

11
月
７
日
㈯

一
般
・
社
会
人
入
試　
　

【
出
願
期
間
】

（
第
１
回
）　

10
月
１
日
㈭
～
９
日
㈮

（
第
２
回
）　

10
月
13
日
㈫
～

　
　
　
　
　

11
月
６
日
㈮

（
第
３
回
）　

11
月
９
日
㈪
～

　
　
　
　
　

平
成
22
年
１
月
15
日
㈮

（
第
４
回
）　

平
成
22
年
１
月
18
日
㈪
～

　
　
　
　
　

２
月
12
日
㈮

（
第
５
回
）　

平
成
22
年
２
月
15
日
㈪
～

　
　
　
　
　

３
月
26
日
㈮

【
試
験
日
】

（
第
１
回
）　

10
月
10
日
㈯

（
第
２
回
）　

11
月
７
日
㈯

（
第
３
回
）　

平
成
22
年
１
月
16
日
㈯

（
第
４
回
）　

平
成
22
年
２
月
13
日
㈯

（
第
５
回
）　

平
成
22
年
３
月
28
日
㈰

将来就職に必要な知識や技術を学べ
る市内・三股町の大学、高専および
専修学校の平成 22 年度学生募集の
概要を紹介します。住み慣れたまち
にある学校だからこそ、しっかりと
勉強できる環境があります。
詳細については、各学校まで問い合
わせください。
●問い合わせ
　経営戦略課　☎ 23 − 2115

●
募
集
人
員　

看
護
専
門
課
程　

看
護
学
科
40
人

推
薦
・
社
会
人
入
試

【
出
願
期
間
】　

10
月
26
日
㈪
～
11
月
16
日
㈪

【
試
験
日
】　

11
月
26
日
㈭

一
般
入
試

【
出
願
期
間
】　

12
月
７
日
㈪
～
平
成
22
年
１
月
25
日
㈪

【
試
験
日
】

（
１
次
試
験
）
平
成
22
年
１
月
28
日
㈭

（
２
次
試
験
）
平
成
22
年
２
月
12
日
㈮

●
募
集
人
員　

昼
間
部
80
人

　
　
　
　
　
　

夜
間
部
５
人

推
薦
入
試　

【
出
願
期
間
】

10
月
１
日
㈭
～
平
成
22
年
１
月
31
日
㈰

一
般
入
試　

【
出
願
期
間
】

10
月
１
日
㈭
～
平
成
22
年
３
月
31
日
㈬

※
試
験
は
願
書
提
出
後
、
本
校
指
定
日

都
城
調
理
師
高
等
専
修
学
校

（
都
島
町
）

☎
22-

４
６
２
６

●
募
集
人
員　

情
報
デ
ザ
イ
ン
科
（
Ｉ

Ｔ
エ
ン
ジ
ニ
ア
コ
ー
ス
・
Ｃ
Ｇ
デ
ザ
イ

ナ
ー
コ
ー
ス
各
30
人
）、
医
療
ビ
ジ
ネ

ス
科
（
医
療
秘
書
コ
ー
ス
・
医
療
事
務

コ
ー
ス
・
Ｉ
Ｔ
事
務
コ
ー
ス
各
20
人
）、

介
護
福
祉
科
40
人

※
出
願
期
間
は
、
10
月
１
日
㈭
か
ら
そ

　

れ
ぞ
れ
の
試
験
日
の
前
日
ま
で

推
薦
入
試　

【
試
験
日
】

10
月
10
日
㈯
・
11
月
７
日
㈯
・
12
月
12

日
㈯
・
平
成
22
年
１
月
16
日
㈯

特
待
生
入
試

【
試
験
日
】　

10
月
10
日
㈯
・
11
月
７
日
㈯
・
12
月
12

日
㈯ 都

城
コ
ア
カ
レ
ッ
ジ（
旧
都
城
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
・
福
祉
医
療
専
門
学
校
）（
吉
尾
町
）

☎
38―

４
８
１
１

都
城
デ
ン
タ
ル
コ
ア
カ
レ
ッ
ジ

（
吉
尾
町
）

☎
38―
４
８
１
２

都
城
文
化
服
装
専
門
学
校

（
蔵
原
町
）

☎
22-

３
０
９
３

●
募
集
人
員　

服
装
専
門
課
程
（
洋
裁

師
範
科
15
人
、
夜
間
洋
裁
科
10
人
、
洋

裁
技
術
専
攻
科
10
人
）、
服
装
一
般
課

程
20
名
、
文
化
教
養
一
般
課
程
（
書
道

科
20
人
）

推
薦
・
一
般
入
試　

洋
裁
師
範
科
、
洋
裁
技
術
専
攻
科

【
出
願
期
間
】

12
月
１
日
㈫
～
平
成
22
年
４
月
10
日
㈯

※
ほ
か
の
学
科
は
随
時
受
け
付
け

【
試
験
日
】　

い
ず
れ
も
願
書
提
出
日

国
立
病
院
機
構
都
城
病
院
附
属
看

護
学
校
（
祝
吉
町
）☎

22―

３
６
９
０
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市
民
の
健
康
を
脅
か
す
生
活
習
慣
病

　

平
成
19
年
度
に
本
市
で
、
が
ん
や
心

疾
患
、
脳
血
管
疾
患
な
ど
の
生
活
習
慣

病
が
原
因
で
亡
く
な
っ
た
人
の
数
は

１
、０
０
２
人
で
、
死
因
の
約
55
㌫
を

占
め
、
こ
う
し
た
病
気
は
私
た
ち
の
生

命
を
脅
か
す
一
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
生
活
習
慣
病
は
中
高
年
だ
け

を
対
象
に
し
た
話
で
は
な
く
、
近
年
、

若
年
層
の
間
で
も
増
え
て
き
て
い
ま

す
。

市
の
健
（
検
）
診
事
業
と予

防
接
種
事
業

　

市
で
は
、
こ
う
し
た
生
活
習
慣
病
を

予
防
す
る
た
め
に
、
が
ん
検
診
や
健
康

診
査
な
ど
の
各
種
健
診
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ほ
か
に
も
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
や
ポ
リ
オ
、
日
本
脳
炎
な
ど
の
予
防

接
種
、
妊
婦
や
乳
児
健
診
な
ど
、
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

健
康
を
守
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

を
行
い
、疾
病
予
防
に
努
め
て
い
ま
す
。

地
域
医
療
の
重
要
な
役
割
を
担
う

都
城
市
健
康
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　

疾
病
予
防
に
取
り
組
む
た
め
、
市
は

昭
和
60
年
に
健
康
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

（
大
岩
田
町
）を
開
設
。セ
ン
タ
ー
で
は
、

市
内
の
病
院
で
採
取
し
た
血
液
な
ど
の

臨
床
検
査
を
は
じ
め
、
高
度
な
医
療
機

器
を
使
っ
た
各
種
の
健
（
検
）
診
を
行

う
な
ど
、
地
域
医
療
の
拠
点
施
設
と
し

て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

地
域
医
療
を
支
え
る
現
状

　

こ
う
し
た
健
（
検
）
診
や
予
防
接

種
は
、
市
か
ら
委
託
を
受
け
た
都
城
市

郡
医
師
会
の
医
師
た
ち
が
行
っ
て
い
ま

す
。
病
気
に
な
っ
た
時
の
か
か
り
つ
け

医
と
し
て
皆
さ
ん
の
健
康
を
支
え
る
と

と
も
に
、
疾
病
予
防
の
医
療
機
関
と
し

て
の
役
割
も
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

普
段
は
充
実
し
た
医
療
体
制
に
思
え

ま
す
が
、
夜
間
救
急
に
お
い
て
は
小
児

科
医
の
不
足
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
の
と
こ
ろ
、
市
内
の
開
業
医
の
協

力
や
市
郡
医
師
会
病
院
で
小
児
科
医
を

新
た
に
雇
用
す
る
な
ど
し
て
体
制
を
維

持
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
も
、
コ
ン
ビ
ニ
受
診

と
い
っ
た
緊
急
性
の
な
い
軽
い
症
状
で

の
利
用
は
避
け
る
な
ど
、
安
心
し
て
地

域
医
療
を
受
け
ら
れ
る
体
制
づ
く
り
を

一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

今
後
も
市
と
市
郡
医
師
会
が
連
携
を

取
り
な
が
ら
、
市
民
の
健
康
を
守
る
た

め
、
疾
病
予
防
を
含
む
地
域
医
療
の
充

実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

３
回
シ
リ
ー
ズ
で
連
載
し
て
い
る
本
市
の
地
域
医
療
特
集
。
２
回
目
は
、
最
新
の
医
療
機
器
を
使
っ
て
体
の
不
調

を
検
査
診
断
し
た
り
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
予
防
接
種
を
行
っ
た
り
す
る
疾
病
予
防
対
策
な
ど
と
、
地
域
医

療
を
支
え
る
現
状
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
問
い
合
わ
せ　

健
康
課　

☎
23-

２
７
６
５

都城市の救急医療
体制についてVol.2
〜予防医療の現状〜

地
域
医
療
を
支
え
る
市
内
の
医
療
機
関
と
都
城
市
健
康
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

疾
病
予
防
は
私
た
ち
に
お
任
せ
く
だ
さ
い

区分 内　　容 対　　象

子 
　
ど 
　
も

母子 
健診

妊婦健診 妊婦
乳児健診 乳児

定期
予防 
接種

三種混合 
（百日せき・ジフテリ
ア・破傷風）

Ⅰ期初回：生後3月～
　　　　　　　　 90月未満、
Ⅰ期追加：3回終了後、
Ⅱ期：11～13歳未満

ポリオ 生後3月～90月未満

麻しん風しん混合 
ワクチン

Ⅰ期：1～2歳未満、
Ⅱ期：小学入学前年度
Ⅲ期：中1相当年齢
Ⅳ期：高3相当年齢

日本脳炎
Ⅰ期初回：生後6月～ 
      　　 90月未満、
Ⅰ期追加：2回終了後 
Ⅱ期：9～13歳未満、

ＢＣＧ 生後6月未満

成
　
　
　
人

がん 
検診

胃がん 40歳以上
子宮がん 20歳以上
大腸がん 40歳以上
肺がん 40歳以上
前立腺がん 50歳以上
乳がん 40歳以上

健康 
診査

18～39歳健康診査 18～39歳
特定健康診査 40～74歳
後期高齢者健康診査 75歳以上
人間ドック 40～64歳

骨粗しょう症検診 40～70歳の女性 
※5歳置き

予防 
接種 インフルエンザ 65歳以上

各種健（検）診事業

本市の死因別死亡者数
（平成19年度）

生活習慣病

悪性新生物（がん）
468人

　（25％）

心疾患
270人

（15％）
脳血管疾患

264人
（14％）

その他の
呼吸器系疾患
84人（5％）

不慮の事故
80人

（4％）

その他
461人

（25％）

肺炎
211人

（12％）
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交
流
の
き
っ
か
け

●
江
津
区
と
の
交
流

　

日
中
戦
争
中
の
１
９
４
０
年
、
当
時

４
歳
の
栫か
こ
い

美
穂
子
さ
ん（
梅
北
町
在
住
）

が
、中
国
・
八
路
軍
の
聶じ
ょ
う

栄え
い
臻し
ん

元
帥
（
当

時
は
将
軍
）
に
救
出
さ
れ
ま
し
た
。
聶じ
ょ
う

元
帥
の
出
身
地
が
江
津
区
（
当
時
は
重

慶
江
津
市
）
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
40

年
以
上
の
時
を
経
て
本
市
と
の
交
流
が

始
ま
り
ま
し
た
。

●
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
市
と
の
交
流

　

１
９
９
３
年
、
モ
ン
ゴ
ル
の
遊
牧
民

や
小
規
模
学
校
の
子
ど
も
た
ち
に
明
か

り
を
届
け
た
い
と
、「
モ
ン
ゴ
ル
に
風
力

発
電
機
を
贈
る
会
」
が
風
力
発
電
機
を

モ
ン
ゴ
ル
に
贈
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
、本
市
と
の
交
流
が
始
ま
り
ま
し
た
。

「
友
好
交
流
都
市
」
の
締
結

　

両
都
市
と
の
交
流
が
次
第
に
広
が
り

を
見
せ
る
中
、
１
９
９
９
年
11
月
に
本

市
は
両
都
市
と
友
好
交
流
都
市
の
締
結

を
行
い
ま
し
た
。

広
が
る
交
流

　

友
好
交
流
都
市
の
締
結
後
、
両
市
か

ら
招
い
た
国
際
交
流
員
は
、
延
べ
11
人

に
上
り
ま
す
。
彼
ら
は
、
積
極
的
に
市

民
と
交
流
し
た
り
、イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・

運
営
を
行
っ
た
り
し
て
、
お
互
い
の
生

活
文
化
の
理
解
を
深
め
る
交
流
に
一
役

買
っ
て
い
ま
す
。

●
江
津
区

　

２
０
０
２
年
か
ら
「
中
学
生
サ
マ
ー

キ
ャ
ン
プ
」
を
実
施
。
双
方
の
中
学
生

が
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど
を
通
し
て
交
流

を
深
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
都
城
国

際
交
流
協
会
や
日

中
友
好
協
会
都
城

支
部
な
ど
が
中
国

の
文
化
に
触
れ
る

イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

●
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
市

　

２
０
０
０
年
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
都

城
国
際
交
流
協
会
主
催
の
「
モ
ン
ゴ
ル

日
本
語
学
習
キ
ャ
ン
プ
」
で
は
、
市
民

が
モ
ン
ゴ
ル
を
訪
問
し
、
ウ
ラ
ン
バ
ー

ト
ル
市
の
大
学
生

と
交
流
し
ま
し
た
。

ま
た
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

（
国
際
協
力
機
構
）

の
事
業
の
一
環
で
、

モ
ン
ゴ
ル
青
年
の

研
修
が
本
市
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

交
流
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
、
風
力

発
電
機
は
そ
の
後
も
毎
年
贈
り
続
け
ら

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
活

動
が
評
価
さ
れ
た
結
果
、
本
市
は
平
成

18
年
度
に
妹
姉
自
治
体
交
流
総
務
大
臣

表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

記
念
イ
ベ
ン
ト
開
催
!!

　

江
津
区
お
よ
び
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
市

か
ら
訪
問
団
を
迎
え
て
、
友
好
交
流
都

市
締
結
10
周
年
を
記
念
し
た
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
、
両
都
市
と
の
さ
ら
な
る
交

流
を
図
り
ま
す
。

■
三
弦
の
響
き

　

中
国
の
二に

こ胡
、モ
ン
ゴ
ル
の
馬
頭
琴
、

日
本
の
琴
の
演
奏
会
で
す

●
日
時　

10
月
31
日
㈯　

14
時
30
分
～

●
場
所　

大
丸
セ
ン
タ
ー
モ
ー
ル

■
記
念
式
典

　

３
都
市
の
首
長
に
よ
る
友
好
交
流
合

意
書
調
印
お
よ
び
「
わ
が
町
Ｐ
Ｒ
」

●
日
時　

11
月
1
日
㈰　

10
時
～

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

※
先
着
４
０
０
人
に
、
中
国
・
モ
ン
ゴ

　

ル
か
ら
取
り
寄
せ
た
記
念
品
を
差
し

　

上
げ
ま
す

■
３
カ
国
民
俗
芸
能
祭

　

３
都
市
が
誇
る
民
俗
芸
能
の
競
演

●
日
時　

11
月
1
日
㈰

　

12
時
30
分
開
場　

13
時
開
演

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

※
入
場
整
理
券
は
、
生
活
文
化
課
、
各

　

総
合
支
所
、
各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

　

で
配
布
し
て
い
ま
す

■
中
国
・
モ
ン
ゴ
ル
絵
画
展

　

市
内
の
小
中
学
生
が
両
国
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
描
い
た
絵
画
を
展
示
し
ま
す

●
日
時　

11
月
1
日
㈰　

９
時
～
16
時

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

中国重慶市江津区・モンゴル国ウランバートル市

友好交流都市締結10周年

つながる ひろがる 友好交流
本市が、中国重慶市江

こ う し ん く

津区およびモンゴル国ウランバートル市
と「友好交流都市」となってから今年で 10 年目を迎えます。
今回は、これまでの交流の歩みを紹介します。

●問い合わせ　生活文化課　　☎ 23 − 2295
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都
城
の
み
な
さ
ん
ヨ
ロ
シ
ク
お
願
い
し
ま
す

　

私
は
好
奇
心
旺
盛
で
、
自
然
や
言

語
、
文
学
が
大
好
き
で
す
。
将
来
は

博
士
号
の
取
得
と
、
小
説
の
出
版
、

そ
し
て
日
本
語
が
上
手
に
話
せ
る
よ

う
に
な
り
た
い
の
で
、
私
に
ど
ん
ど

ん
話
し
掛
け
て
日
本
語
を
教
え
て
く

だ
さ
い
ね
。

　

１
年
目
は
、
都
城
の
人
に
親
切
に

し
て
も
ら
っ
て
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。
子
供
が
大
好
き
な
の
で
Ａ
Ｌ
Ｔ

２
年
目
を
迎
え
た
こ
と
を
う
れ
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。２
年
目
の
今
年
は
、

都
城
の
新
し
い
場
所
（
レ
ス
ト
ラ
ン

な
ど
）
を
見
つ
け
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

私
は
考
古
学
を
５
年
間
勉
強
し
た

後
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
博
物
館

で
働
い
て
い
ま
し
た
。
日
本
で
は
和

太
鼓
、
ヨ
ガ
、
空
手
に
挑
戦
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
に
お
会
い
で

き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。

　

日
本
に
来
る
前
は
ア
メ
リ
カ
の
高

校
で
歴
史
の
教
師
を
し
て
い
ま
し

た
。
日
本
で
生
徒
に
教
え
る
こ
と
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
都
城
に
来

て
、
よ
く
ス
ー
パ
ー
マ
ン
に
似
て
い

る
と
い
わ
れ
ま
す
。
見
掛
け
た
ら
声

を
掛
け
て
く
だ
さ
い
ね
。

市
内
の
小
中
学
校
で
生
き
た
英
語
を
指
導
す
る
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）。
Ａ
Ｌ
Ｔ
は
、
外
国
語
教
育
の
充
実
を
図
り
、
ま
た
、

学
校
現
場
で
の
国
際
交
流
の
進
展
を
目
的
と
し
た
「
語
学
指
導
な
ど
を
行
う
外
国
青
年
」
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

学
校
教
育
課　

☎
23-

９
５
４
４

アダム・レブロック
小学校担当（１年目）
出身　オーストラリア
趣味　インラインスケート

アレクザンダー・ピーターソン
小学校担当（１年目）
出身　アメリカ
趣味　サッカー

ロバート・ブライアン・ワーシック
小学校担当（２年目）
出身　アメリカ
趣味　読書、ハイキング

バーバラ・パイク
中学校担当（１年目）
出身　ニュージーランド
趣味　陶芸

ジョニー・ギンダー
中学校担当（１年目）
出身　アメリカ
趣味　歴史、スポーツ

　

僕
の
名
前
は
ア
レ
ク
ザ
ン
ダ
ー
で

す
が
ザ
ン
ダ
ー
と
呼
ん
で
く
だ
さ

い
。
大
好
き
な
日
本
に
来
る
こ
と
が

で
き
て
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

身
長
が
１
９
４
㌢
あ
る
の
で
大
き
な

外
国
人
を
見
た
ら
ぜ
ひ
「
ハ
ロ
ー
」

と
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
い
ね
。

　
「
本
場
の
刺
身
を
食
べ
た
い
」
と

い
う
思
い
か
ら
日
本
に
興
味
が
わ
き

ま
し
た
。
３
年
以
上
、
日
本
で
英
会

話
を
教
え
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。
日

本
文
化
に
触
れ
て
い
る
う
ち
に
、
日

本
で
指
導
し
続
け
た
い
と
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

ジョージ・ケネディー
中学校担当（１年目）
出身　イギリス
趣味　美術
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６
・
７
日

■
第
16
回
み
や
ざ
き
テ
ク
ノ
フ
ェ
ア

　

県
内
外
の
企
業
な
ど
に
よ
る
最
新
の

　

技
術
情
報
な
ど
を
紹
介

■
県
学
校
発
明
く
ふ
う
作
品
展

　

学
校
発
明
く
ふ
う
展
に
出
展
さ
れ
た

　

優
秀
な
作
品
の
展
示

■
み
や
ざ
き
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
フ
ェ
ア

　

太
陽
光
パ
ネ
ル
や
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど

　

の
展
示

７
日

■
エ
コ
カ
ー
＆
減
税
車
大
展
示
会

　

国
内
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
エ
コ
カ
ー
や

　

減
税
車
を
一
同
に
展
示

■
高
専
フ
ェ
ス
タ

　

都
城
高
専
の
学
科
の
紹
介
、
ジ
ャ
グ

　

リ
ン
グ
・
ダ
ン
ス
の
披
露
、
ロ
ボ
コ

　

ン
実
演　
（
13
時
～
16
時
）

６
日

■
農
商
工
連
携
セ
ミ
ナ
ー

　

新
た
な
事
業
創
出
を
目
指
し
た
セ
ミ

　

ナ
ー
の
開
催
（
13
時
～
14
時
30
分
）

■
Ｊ
Ｓ
Ｔ
研
究
成
果
報
告
会

　

科
学
技
術
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）
の

　

支
援
に
よ
る
研
究
成
果
の
報
告

　
（
15
時
～
17
時
）

６
・
７
日

■
都
城
地
域
雇
用
創
造
協
議
会

　

雇
用
促
進
の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
・
研

　

修
会
の
案
内
、
受
講
者
の
発
表
会

■
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
就
職
相
談
所
の
開
設

７
日

■
都
城
児
童
音
楽
祭

　

都
城
少
年
少
女
合
唱
団
・
丸
野
小
学

　

校
・
南
小
学
校
・
ア
ソ
カ
幼
稚
園
に

　

よ
る
合
唱
（
13
時
～
15
時
）

６
日

■
起
震
車
の
体
験
搭
乗

　

県
内
に
２
台
し
か
な
い
地
震
体
験
車

　

で
強
震
体
験

６
・
７
日

■
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
普
及
促
進
事
業

　

日
本
全
国
「
地
デ
ジ
で
元
気
！
」
ク

　

イ
ズ
大
会
、
地
デ
ジ
相
談
会

■
消
防
自
動
車
（
は
し
ご
車
）
と

　

高
規
格
救
急
車
な
ど
の
展
示

　

最
新
の
は
し
ご
車
や
高
規
格
救
急
車

　

な
ど
へ
の
体
験
搭
乗
な
ど

■
Ｂ
Ｔ
Ｖ
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
展
示

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
体
験

７
日

■
愛
犬
ま
つ
り

　

犬
の
譲
渡
会
、
家
庭
犬
イ
ン
ス
ト
ラ

　

ク
タ
ー
に
よ
る
犬
の
し
つ
け
教
室
な
ど

見
て
、聞
い
て
、体
験
し
よ
う
！

11
月
６
日
㈮
、
７
日
㈯
の
２
日
間
、
総
合
文
化
ホ
ー
ル
お
よ
び
神
柱
公
園
に
お
い
て
、「
み
な
み

九
州
産
業
交
流
祭
」
を
開
催
し
ま
す
。
県
内
企
業
な
ど
の
最
新
技
術
を
紹
介
す
る
展
示
コ
ー
ナ
ー

や
体
験
型
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。
家
族
そ
ろ
っ
て
、
ぜ
ひ
来
場
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ  

工
業
振
興
課　

☎
23―

２
７
５
３

「
み
な
み
九
州
産
業
交
流
祭
」
を

も
っ
と
楽
し
も
う
！

①
鳥
の
炭
火
焼
き
な
ど
、
都
城
地

　

域
の
う
ま
い
も
の
を
販
売
す
る

　

物
産
市
が
開
催
さ
れ
ま
す

②
福
祉
事
業
所
が
野
菜
や
パ
ン
、

　

ク
ッ
キ
ー
、
小
物
、
木
工
製
品

　

な
ど
を
販
売
し
ま
す

③
来
場
者
に
す
て
き
な
品
物
が
当

　

た
る
大
抽
選
会
を
開
催
し
ま
す

※
天
候
や
そ
の
他
の
事
情
に
よ
り
、

　

予
定
し
て
い
た
イ
ベ
ン
ト
が
中

　

止
や
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

　

ま
す
。

　

な
お
、
駐
車
場
に
つ
い
て
は
、

　

総
合
文
化
ホ
ー
ル
・
神
柱
公
園
・

　

都
城
駅
横
の
各
駐
車
場
（
地
図

　

上
の
★
）
を
利
用
く
だ
さ
い

見る

聞く

体験
する

都城市
総合文化ホール神柱公園

イオンモール
MiELL

イオンモール MiELL から
は、シャトルバスによる送
迎あり

「みなみ九州産業交流祭」会場周辺地図

11
月
６
日
㈮
・
７
日
㈯　

10
時
～

JR 都城駅

駐車場
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ス
ポ
ー
ツ
に
気
持
ち
よ
い
汗
！

高
崎
地
区
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　

高
崎
地
区
自
治
公
民
館
対
抗
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
が
８
月
23
日
、
高
崎
総
合

体
育
館
ほ
か
３
会
場
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
ミ
ニ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
に
中
高
生
を
含
む
約
４
０
０
人

が
参
加
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
翌
年

か
ら
始
ま
っ
た
と
さ
れ
る
こ
の
大
会
、

９
人
制
バ
レ
ー
で
は
、
当
時
の
ル
ー
ル

を
今
で
も
引
き
継
い
で
い
ま
す
。
中
学

校
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
て
い

る
西
絵
里
奈
さ
ん
（
高
崎
中
３
年
）
は
、

「
親
せ
き
の
誘
い
で
参
加
し
ま
し
た
。

大
人
の
ア
タ
ッ
ク
は
迫
力
が
あ
っ
た
」

と
部
活
動
と
は
違
う
パ
ワ
ー
あ
ふ
れ
る

プ
レ
ー
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。

巨
人
が
結
ぶ
交
流
の
大
き
な
輪

弥
五
郎
サ
ミ
ッ
ト
交
流
会

　

弥
五
郎
ど
ん
伝
説
の
残
る
山
之
口
町

と
曽
於
市
大
隅
町
の
小
学
生
が
、
互
い

の
町
を
訪
問
し
交
流
を
深
め
る
弥
五
郎

サ
ミ
ッ
ト
交
流
会
が
８
月
25
日
、
山
之

口
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
弥
五
郎
ど
ん

の
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
岩

川
小
学
校
の
６
年
生
41
人
が
訪
れ
、
富

吉
小
学
校
の
５
・
６
年
生
21
人
と
名
刺

交
換
を
し
た
り
、
一
緒
に
弥
五
郎
ど
ん

の
お
面
を
作
っ
た
り
し
て
触
れ
合
い
ま

し
た
。
下
徳
め
い
さ
ん（
富
吉
小
６
年
）

は
「
名
刺
交
換
や
一
緒
に
お
面
作
り
が

で
き
楽
し
か
っ
た
。
今
日
で
き
た
友
だ

ち
と
文
通
し
た
い
」
と
交
流
の
広
が
り

に
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

秋
へ
と
い
ざ
な
う
伝
統
の
ま
つ
り

高
城
観
音
池
ま
つ
り

　

夏
休
み
最
後
の
日
曜
日
と
な
っ
た
８

月
30
日
、
観
音
池
公
園
で
高
城
観
音
池

ま
つ
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
つ
り
は

石
山
花
相
撲
を
皮
切
り
に
始
ま
り
、
数

え
で
７
歳
に
な
る
豆
力
士
た
ち
が
、
掛

け
声
と
共
に
元
気
に
土
俵
入
り
。
孫

の
応
援
に
駆
け
付
け
た
市
園
哲
夫
さ
ん

（
高
城
町
）
は
「
少
子
化
の
た
め
、
参

加
す
る
子
ど
も
が
年
々
少
な
く
な
っ
て

い
る
が
、
伝
統
あ
る
行
事
な
の
で
ず
っ

と
続
い
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。
ま
つ
り
は
そ
の
後
、
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
や
伝
統
芸
能
な
ど
の
披
露
へ
と

続
き
、
約
３
千
発
の
花
火
が
今
年
最
後

の
夏
祭
り
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

長
寿
を
願
い
焼
き
続
け
て　

有
余
年

「
長
寿
湯
飲
み
」
窯
出
し

　

９
月
１
日
、
長
寿
湯
飲
み
の
窯
出
し

が
吉
之
元
町
の
都
城
焼
霧
島
工
房
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
湯
飲
み
は
同
窯
元

の
宇う

つ

の
都
野
晄あ
き
ら
さ
ん
が
、
昭
和
53
年
か
ら

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
市
内
の
１
０
０
歳
を

迎
え
る
お
年
寄
り
に
贈
り
続
け
て
い
る

も
の
。
今
年
は
41
人
に
高
さ
約
12
㌢
、
祝

長
寿
の
文
字
が
入
っ
た
湯
飲
み
が
贈
ら

れ
た
ほ
か
、
市
内
最
高
齢
の
胡ご

ま

が

の

摩
ケ
野

ス
ミ
エ
さ
ん
（
１
０
９
歳
）
に
は
一
回

り
大
き
な
も
の
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
昨

年
か
ら
制
作
に
携
わ
る
息
子
の
誠
さ
ん

は
「
楽
し
み
に
待
っ
て
い
る
人
が
い
る

の
で
う
れ
し
い
。
長
寿
を
願
い
作
っ
て

い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

30
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都城市ホームページの「まちの話題Web版」もご覧ください

１
０
０
歳
以
上
の
長
寿
者
は
１
１
０
人

百
歳
以
上
長
寿
者
訪
問

　

老
人
週
間
を
前
に
し
た
９
月
４
日
、

市
長
や
副
市
長
ら
が
１
０
０
歳
以
上
の

長
寿
者
宅
を
訪
問
し
、
長
寿
の
お
祝

い
の
花
束
や
祝
い
状
な
ど
を
贈
り
ま
し

た
。
市
内
の
１
０
０
歳
以
上
と
な
る

高
齢
者
は
今
年
度
中
の
到
達
者
も
含

め
、
男
性
６
人
、
女
性
１
０
４
人
の
計

１
１
０
人
。
長
峯
市
長
の
訪
問
を
受
け

た
市
内
最
高
齢
の
胡ご

ま

が

の

摩
ケ
野
ス
ミ
エ
さ

ん
（
山
田
町
、
１
０
９
歳
）
は
「
長
寿

の
秘
訣
は
」
と
の
問
い
か
け
に
「
あ
ま

り
良
い
物
を
食
べ
な
い
こ
と
」
と
笑
顔

で
答
え
、
得
意
の
三
味
線
弾
き
や
指
編

み
も
披
露
し
な
が
ら
「
１
２
２
歳
ま
で

は
生
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

レ
ト
ロ
な
雰
囲
気
で
ひ
な
が
お
出
迎
え

「
後
の
ひ
な
」
展

　

重ち
ょ
う
よ
う陽

の
節
句
に
合
わ
せ
て
秋
の
ひ
な

飾
り
を
楽
し
む
「
後
の
ひ
な
」
展
が
、

９
月
１
日
か
ら
27
日
ま
で
旧
後
藤
家
商

家
交
流
資
料
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

５
回
目
と
な
る
今
年
は
、
大
小
さ
ま
ざ

ま
な
ひ
な
人
形
や
色
と
り
ど
り
の
模
様

を
あ
し
ら
っ
た
御お

殿で
ん

ま
り
な
ど
約
20
点

を
展
示
。
５
日
の
お
茶
会
に
訪
れ
た
人

た
ち
は
、
レ
ト
ロ
な
雰
囲
気
の
中
で
抹

茶
や
煎せ
ん
ち
ゃ茶
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
着

物
姿
で
訪
れ
た
山
内
陽
子
さ
ん
（
三
股

町
）
は
「
ゆ
っ
た
り
と
し
た
雰
囲
気
を

味
わ
う
た
め
に
毎
年
来
て
い
ま
す
。
手

作
り
の
人
形
が
か
わ
い
ら
し
い
で
す

ね
」
と
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

都
城
の
鉄
人
た
ち
が
限
界
に
挑
戦

第
４
回
き
り
し
ま
ん
ぢ
だ
ジ
ュ
ニ
ア
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会

　
「
集
ま
れ
元
気
印
の
鉄
人
達
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
き
り
し
ま
ん
ぢ
だ
ジ
ュ
ニ

ア
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
が
９
月
６

日
、
高
崎
総
合
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
小
中
学
生
の
個
人
種
目
や
家
族
で

参
加
で
き
る
リ
レ
ー
部
門
に
県
内
外
か

ら
１
１
５
人
が
出
場
。
起
伏
に
富
ん
だ

難
コ
ー
ス
で
、
水
泳
や
自
転
車
、
マ
ラ

ソ
ン
に
挑
戦
し
、
時
折
苦
し
い
表
情
を

見
せ
な
が
ら
も
、
家
族
ら
の
声
援
を
受

け
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
し
た
。
初
め
て

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
松
本
康こ
う
せ
い誠
く
ん
（
東

小
４
年
）
は
「
き
つ
か
っ
た
け
ど
、
完

走
し
て
気
分
は
す
っ
き
り
」
と
満
足
げ

な
表
情
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

見
る
人
の
心
を
癒
や
し
て
く
れ
る
力
作
ぞ
ろ
い

第
56
回
都
城
市
美
術
展
覧
会

　

都
城
に
ゆ
か
り
の
あ
る
ア
マ
チ
ュ
ア

芸
術
家
た
ち
の
作
品
を
集
め
た
都
城
市

美
術
展
覧
会
が
９
月
11
日
か
ら
27
日
ま

で
、
都
城
市
立
美
術
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
会
場
に
は
四
季
折
々
の
風
景
や

人
々
を
描
い
た
絵
画
や
写
真
、
書
、
工

芸
な
ど
、
３
６
９
作
品
を
展
示
。
12
日

に
行
わ
れ
た
鑑
賞
会
に
は
多
く
の
観
客

が
訪
れ
、
作
品
に
つ
い
て
の
講
評
を
聞

い
た
り
、
近
く
に
寄
っ
て
見
た
り
し
て

鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。
毎
年
訪
れ
て
い

る
大
重
辰
雄
さ
ん
（
祝
吉
町
）
は
「
昨

年
以
上
に
力
作
ぞ
ろ
い
。
見
る
人
の
心

を
満
た
し
て
く
れ
る
」
と
作
品
に
癒
や

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
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都
城
商
業
高
校
野
球
部
監
督

河か
わ

野の　

真
一
さ
ん

“
都
商
魂
”
で
全
力
プ
レ
ー

に
採
用
さ
れ
、
教
育
者
と
し
て
、
ま

た
、
野
球
の
指
導
者
と
し
て
の
道
を

歩
む
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
、
赴
任
し
た
す
べ
て
の
高
校
で
野

球
部
の
監
督
な
ど
を
務
め
、
４
校
目

と
な
る
都
城
商
業
高
校
で
悲
願
の
甲

子
園
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

原
田
賢
司
前
監
督
（
現
高
城
高
校

監
督
）
が
手
塩
に
か
け
て
鍛
え
上
げ

た
チ
ー
ム
を
引
き
継
い
で
「
前
監
督

の
カ
ラ
ー
に
染
ま
っ
た
チ
ー
ム
に
対

し
、
自
分
自
身
が
ど
う
指
導
し
、
選

手
た
ち
に
ど
う
接
し
て
い
け
ば
い
い

の
か
と
悩
ん
だ
り
も
し
ま
し
た
が
、

今
で
は
い
い
思
い
出
で
す
」
と
赴
任

当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

　

選
手
た
ち
を
理
解
す
る
こ
と
か
ら

は
じ
め
、練
習
後
も
選
手
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
事
に
し
て
い
く

こ
と
で
、「
選
手
が
作
り
上
げ
て
き
た

も
の
の
中
に
、
自
分
が
感
じ
て
き
た

も
の
を
プ
ラ
ス
で
き
た
ら
」
と
気
持

ち
が
変
化
し
た
と
話
す
河
野
さ
ん
。

　

早
朝
の
５
㌔
の
走
り
込
み
や
内
野

手
に
１
日
３
０
０
本
の
ノ
ッ
ク
を
課

す
な
ど
独
自
の
カ
ラ
ー
を
加
え
た
こ

と
が
、
甲
子
園
で
の
粘
り
に
つ
な
が

り
ま
し
た
。

　

甲
子
園
８
強
入
り
は
、「
選
手
た

ち
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
選
手
た
ち

を
支
え
て
く
れ
た
学
校
や
Ｏ
Ｂ
、
後

援
会
、
応
援
し
て
く
れ
た
皆
さ
ん
の

お
か
げ
で
す
」
と
話
す
河
野
さ
ん
。

　

新
メ
ン
バ
ー
で
も
“
都
商
魂
”

で
甲
子
園
出
場
を
と
意
気
込
み
ま

す
。

28
年
ぶ
り
２
度
目
の
甲
子
園
出

場
を
決
め
、
宮
崎
県
代
表
と

し
て
甲
子
園
で
は
、
思
い
切
り
の
い

い
プ
レ
ー
で
８
強
入
り
を
果
た
し
た

都
城
商
業
高
校
野
球
部
を
率
い
る
河

野
真
一
さ
ん
（
南
横
市
町
・
37
歳
）。

今
年
４
月
に
高
千
穂
高
校
か
ら
異
動

し
、
す
ぐ
の
快
挙
で
し
た
。

　

河
野
さ
ん
は
、
学
生
時
代
は
内
野

手
と
し
て
活
躍
し
、西
都
商
業
高
校
、

宮
崎
産
業
経
営
大
学
で
プ
レ
ー
。
そ

の
後
、
平
成
６
年
に
県
教
育
委
員
会
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私
た
ち
が
通
う
山
之
口
小
学
校
は

全
校
児
童
２
３
８
人
で
、
明
治
７
年

に
創
立
さ
れ
た
伝
統
あ
る
学
校
で
す
。

　

校
舎
は
丘
の
上
に
あ
り
、
山
之
口

町
全
体
が
よ
く
見
え
ま
す
。
霧
島
山

も
き
れ
い
に
見
え
、
冬
に
は
雪
を
か

ぶ
っ
た
姿
が
と
て
も
き
れ
い
で
す
。

　

学
校
に
は
、
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ

て
い
る
イ
チ
ョ
ウ
の
木
の
ほ
か
に
、

と
て
も
大
き
な
ク
ス
ノ
キ
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
ク
ス
ノ
キ
は
樹
齢
約

２
０
０
年
で
、
山
之
口
小
の
子
ど
も

た
ち
を
い
つ
も
見
守
っ
て
く
れ
て
い

ま
す
。
休
み
時
間
に
は
涼
し
い
陰
の

下
で
、
み
ん
な
楽
し
く
遊
ん
で
い
ま

す
。
去
年
の
夏
、
雷
が
落
ち
て
心
配

し
ま
し
た
が
、
今
年
も
元
気
に
生
命

力
あ
ふ
れ
る
生
き
生
き
と
し
た
緑
の

葉
を
生
い
茂
ら
せ
ま
し
た
。

　

山
之
口
小
に
は
、「
五
つ
の
気
」

と
い
う
約
束
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
は
、

元
気
・
本
気
・
や
る
気
・
根
気
・
和

気
で
す
。
こ
の
「
五
つ
の
気
」
の
約

束
は
、
朝
礼
の
時
の
校
長
先
生
の
話

を
き
っ
か
け
に
始
ま
り
ま
し
た
。
私

た
ち
６
年
生
の
教
室
な
ど
の
黒
板
の

上
に
は
、こ
の
「
五
つ
の
気
」
が
張
っ

て
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
こ
れ
を
毎

日
意
識
し
て
、
元
気
に
頑
張
っ
て
い

ま
す
。

　

山
之
口
小
の
子
ど
も
た
ち
は
、
み

ん
な
こ
の
学
校
が
大
好
き
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
、
み
ん
な
明
る
く
元
気
に

助
け
合
い
な
が
ら
、
毎
日
を
過
ご
し

て
い
き
た
い
で
す
。

山
之
口
小
学
校

山
之
口
町
花
木
２
５
８
０　

☎
57

−

２
０
０
５

「
五
つ
の
気
の
約
束
」

６
年　

荒　

木　
　
　

藍
さ
ん

６
年　

下　

西　

明
日
香
さ
ん

６
年　

朝　

倉　

大た
い　

聖せ
い

さ
ん

６
年　

岩　

屋　

寛ひ
ろ　

斗と

さ
ん

◎学校のシンボル
「運動場にある大きなイチョウの木」
秋になると、落ち葉が地面を
覆い、まるで黄金のじゅうた
んのようでとてもきれいです。

堀
内　

武
蔵
（
ほ
り
う
ち　

む
さ
し
）

プ
ロ
フ
ィ
ル

　

私
は
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
小

学
校
か
ら
高
校
ま
で
続
け
、
部
活
の

引
退
後
は
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
チ
ー

ム
で
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
経
験
し
ま
し

た
。
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
や
っ
て
み
て
感

じ
た
こ
と
は
、
選
手
を
陰
で
支
え
協

力
し
て
く
れ
て
い
る
人
が
数
多
く
い

る
こ
と
、
そ
う
し
た
最
高
の
環
境
の

中
で
プ
レ
ー
で
き
て
い
る
こ
と
で
し

た
。
そ
の
と
き
の
経
験
か
ら
東
海
大

学
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
、

ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
で
あ
っ
た
陸
川
章
さ

ん
の
下
で
活
動
し
ま
し
た
。
現
在

は
、
日
本
代
表
で
も
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ

を
つ
と
め
る
小
野
秀
二
さ
ん
（
写
真

左
）
の
下
で
サ
ン
ロ
ッ
カ
ー
ズ
の
マ

ネ
ジ
ャ
ー
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

10
月
３
日
か
ら
来
年
の
４
月
ま
で

は
、
７
カ
月
間
に
わ
た
る
長
い
リ
ー

グ
戦
が
行
わ
れ
ま
す
。
去
年
は
惜
し

く
も
準
優
勝
と
い
う
結
果
に
終
わ
り

ま
し
た
が
、
そ
の
無
念
を
晴
ら
す
た

め
に
も
、
選
手
と
ス
タ
ッ
フ
が
一
緒

に
情
熱
を
燃
や
し
、
今
シ
ー
ズ
ン
の

目
標
で
あ
る
リ
ー
グ
優
勝
を
目
指
し

て
日
々
「Progress

＝
前
進
」
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
熱
い
思
い
が
都
城
に
届
く
よ

う
、
私
自
身
も
日
々
努
力
し
ま
す
。

遠
く
都
城
か
ら
温
か
い
目
で
見
守
っ

て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
サ
ン
ロ
ッ

カ
ー
ズ
が
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に

も
、
皆
さ
ん
の
応
援
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

昭
和
62
年
生
ま
れ
。
都
城
工
業
高
校
卒
。
Ｊ
Ｂ

Ｌ
に
所
属
す
る
日
立
製
作
所
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
部
サ
ン
ロ
ッ
カ
ー
ズ
マ
ネ
ジ
ャ
ー
。

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.hitachi.co.jp/sports/

sunrockers/

【
今
の
自
分
を
く
れ
た
街
、都
城
】

堀
内　

武
蔵
さ
ん
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都
城
駐
屯
地
開
設　

周
年

連
隊
創
隊　

周
年
記
念
行
事

●
日
時　

10
月
18
日
㈰　

９
時
30
分
～　

※
駐
屯
地
開
放
は
８
時
30
分
～
15
時

●
場
所　

都
城
駐
屯
地

●
内
容　

観
閲
式
、
模
疑
戦
闘
訓
練
、
運

動
会
、
装
備
品
・
写
真
展
示
、
戦
車
・
軽

装
甲
機
動
車
体
験
試
乗
、
音
楽
演
奏
・
ち

び
っ
子
広
場
な
ど

問　

都
城
駐
屯
地
広
報
室　
　
　
　
　
　

　
　

☎
23

−

３
９
４
４　

内
線
２
１
８

山
之
口
弥
五
郎
ど
ん
祭
り

●
日
時　

11
月
３
日
（
文
化
の
日
）

●
場
所　

的
野
正
八
幡
宮
周
辺

●
内
容　

浜は

ま殿
下
り　

11
時
30
分
～

※
浜
殿
下
り
体
験
参
加
者
を
当
日
募
集

（
先
着
40
人　

貸
し
出
し
法
被
有
り
）

●
そ
の
他　

地
場
産
品
、
鉢
物
展
示
即
売

力
餅
、甘
酒
の
無
料
配
布（
数
に
限
り
あ
り
）

問　

山
之
口
教
育
課　

☎
57

−

３
１
１
１

美
し
い
秋
の
田
園
と
紅
葉
ウ
オ
ー

キ
ン
グ　

水み

ど

り

土
里
の
路
・
関
之
尾

●
日
時　

11
月
29
日
㈰　

８
時
受
付

●
参
加
費　

５
０
０
円（
軽
食
・
保
険
含
む
）

●
集
合
場
所　

関
之
尾
町
北
前
公
園

※
当
日
は
案
内
看
板
を
設
置
、
雨
天
決
行

●
定
員　

２
５
０
人
（
先
着
順
）

問　

11
月
20
日
㈮
ま
で
に
県
農
村
整
備
課

　
　
　

☎
０
９
８
５

−

26

−

７
１
４
３

　
　
　

Fax
０
９
８
５

−

26

−

７
３
０
８

介
護
保
険
認
定
訪
問
調
査
員

●
対
象
・
定
員　

介
護
支
援
専
門
員
の
有

資
格
者
ま
た
は
受
験
資
格
の
あ
る
人
で
、

パ
ソ
コ
ン
操
作
（
ワ
ー
ド
初
級
程
度
）
が

で
き
、
本
人
お
よ
び
世
帯
員
に
市
税
な
ど

の
滞
納
が
な
い
人
、
若
干
名

●
賃
金　

月
額
16
万
８
、０
０
０
円
（
ガ

ソ
リ
ン
代
含
む
）、雇
用
保
険
、健
康
保
険
、

厚
生
年
金
に
加
入

●
勤
務　

平
成
22
年
４
月
か
ら

　
　
　
　

月
～
金
曜
日
の
９
時
～
16
時　

●
応
募
方
法　

10
月
30
日
㈮
ま
で
に
、
履

歴
書
、
資
格
証
の
写
し
を
介
護
保
険
課
ま

で
持
参
く
だ
さ
い

問　

介
護
保
険
課　

☎
23

−

３
１
９
１

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
出
店
者

　
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
」
は
、
商
業
・

サ
ー
ビ
ス
業
系
の
新
規
創
業
者
の
育
成
を

支
援
す
る
施
設
で
す
。

●
対
象　

18
歳
以
上
で
、
将
来
小
売
業
・

サ
ー
ビ
ス
業
系
の
新
規
開
業
を
目
指
す
意

欲
の
あ
る
個
人
・
グ
ル
ー
プ
で
、
出
店
期

間
終
了
後
１
年
以
内
に
中
心
市
街
地
で
出

店
を
希
望
し
、
商
工
会
議
所
や
関
係
機
関

が
実
施
す
る
、
創
業
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
受

講
し
た
人
（
受
講
予
定
者
含
む
）、
も
し

く
は
同
等
の
知
識
を
有
す
る
人

●
定
員　

４
人
（
予
定
）

●
場
所　

オ
ー
バ
ル
パ
テ
ィ
オ
南
側
（
中

町
）

●
期
間　

平
成
22
年
４
月
下
旬
～

　
　
　
　

23
年
３
月
31
日
の
約
１
年
間

●
営
業
時
間　

11
時
～
19
時

●
定
休
日　

火
曜
日

●
店
舗
（
３
坪
）
使
用
料　

月
額
１
万
円

※
共
益
費
月
額
５
、０
０
０
円

問　

平
成
22
年
１
月
15
日
㈮
ま
で
に

商
業
観
光
課　

☎
23

−
２
９
８
３

市
民
登
山
大
会

●
日
時　

10
月
25
日
㈰　

※
雨
天
中
止

●
当
日
受
付
時
間
・
場
所　

６
時
30
分
～

７
時
30
分　

御
池
小
学
校

●
行
程　

夢
ケ
丘
～
高
千
穂
峰
間
を
往
復

●
参
加
費　

５
０
０
円

問　

当
日
朝
ま
で
に
都
城
山
岳
会
（
筒

井
）
☎
０
９
０

−

３
３
２
６

−

３
７
６
９

市
民
と
自
衛
隊
の
集
い
（
無
料
）

●
日
時　

10
月
17
日
㈯　

18
時
～
20
時

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル（
大
ホ
ー
ル
）

●
内
容　

都
城
駐
屯
地
音
楽
部
お
よ
び
第

８
音
楽
隊
演
奏
、
フ
ァ
ン
シ
ー
ド
リ
ル
、

隊
員
・
市
民
に
よ
る
芸
能
な
ど

問　

都
城
駐
屯
地
広
報
室　
　
　
　
　
　

　
　

☎
23

−

３
９
４
４　

内
線
２
１
８

58

47
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第
２
回
施
設
見
学
会（
公
的
施
設
編
）

●
日
時　

11
月
19
日
㈭　

９
時
15
分
集
合

９
時
20
分
出
発　

15
時
30
分
帰
着
予
定 

●
発
着
場
所　

地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

裏
側
駐
車
場
（
都
北
町
）　

●
費
用　

１
０
０
円（
一
日
傷
害
保
険
料
）

※
昼
食
と
飲
み
物
は
各
自
持
参

●
行
程　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
→
駒
発
電

所
（
山
田
）
→
山
田
第
一
運
動
公
園
（
昼

食
）
→
都
城
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
（
さ
い

せ
い
館
）→
高
城
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー（
高

城
図
書
館
）

●
定
員　

40
人　

応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
。
当
選
者
に
は
、
11
月
12
日
㈭
ま
で

に
電
話
で
連
絡
し
ま
す

●
応
募
方
法　

は
が
き
に
参
加
者
の
住

所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
を
明

記
の
上
、
11
月
５
日
㈭
ま
で
に
秘
書
広
報

課
広
聴
担
当
（
〒
885

−

８
５
５
５
）
へ
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。
１
枚
の
ハ
ガ
キ
で
２

人
ま
で
応
募
で
き
ま
す
（
代
表
者
に
は
、

◎
印
を
付
け
て
く
だ
さ
い
）

問　

秘
書
広
報
課　

☎
23

−
３
１
７
４

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

●
日
時　

10
月
21
日
㈬　

12
時
20
分
～

●
場
所　

市
役
所
西
館
１
階
ロ
ビ
ー

●
出
演　

琴き
ん
ほ
う峯

美み

会
（
大
正
琴
）

問　

秘
書
広
報
課　

☎
23

−

３
１
７
４

離
乳
食
教
室

●
日
時　

11
月
13
日
㈮　

９
時
30
分
～

●
場
所　

高
崎
東つ
ま

霧
島
多
目
的
集
会
所　

※
要
申
し
込
み

問　

こ
ど
も
課　

☎
23

−

２
６
８
４

エ
バ
ー
グ
リ
ー
ン
セ
ミ
ナ
ー

●
日
時
・
内
容

11
月
14
日
㈯　

10
時
～
12
時

「
プ
チ
雛
山
を
作
ろ
う
」　

永
松
義
博
教
授

11
月
14
日
㈯　

13
時
～
15
時

「
植
物
を
育
て
る
土
の
働
き
」

柳
由
貴
子
准
教
授

12
月
５
日
㈯　

10
時
～
12
時

「
冬
季
に
楽
し
む
草
花
の
寄
せ
植
え
」

長
江
嗣
朗
准
教
授

12
月
５
日
㈯　

13
時
～
15
時

「
植
物
へ
の
水
の
や
り
方
い
ろ
い
ろ
」 

竹
内
真
一
准
教
授

●
会
場　

南
九
州
大
学
都
城
キ
ャ
ン
パ
ス

●
対
象　

市
内
お
よ
び
三
股
町
在
住
者

●
定
員　

30
人
（
応
募
多
数
の
場
合
は
、

抽
選
）

●
費
用　

２
、０
０
０
円
（
４
回
分
）

●
そ
の
他　

第
１
回
受
講
時
に
集
金
し
、

そ
れ
以
降
、
返
金
は
し
ま
せ
ん
。
昼
食
は

各
自
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。
実
習
用
具
な

ど
は
大
学
側
で
準
備
し
ま
す

問　

は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
を
明
記
の
上
、
11
月
２
日
㈪
ま
で
に
経

営
戦
略
課
内
都
城
・
三
股
広
域
行
政
推
進

協
議
会
事
務
局
（
〒
885

−

８
５
５
５
）

☎
23

−
２
１
１
５

健
康
教
室「
か
く
し
ゃ
く
１
０
０
歳
」

　

い
つ
ま
で
も
心
身
と
も
に
元
気
で
い
る

た
め
に
、
み
ん
な
で
集
ま
っ
て
運
動
や
生

き
が
い
づ
く
り
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
程　

10
月
20
日
㈫
～
12
月
15
日
㈫
の

毎
週
火
曜
日　

13
時
30
分
～
15
時

※
11
月
３
日
は
休
み

●
場
所　

志
和
池
地
区
公
民
館　

●
対
象　

65
歳
以
上
の
人

●
内
容　

自
宅
で
誰
で
も
で
き
る
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
（
お
茶
の
間
筋
ト
レ
）

●
参
加
料　

無
料

●
定
員　

20
人

問　

介
護
保
険
課　

☎
23

−

３
１
８
４

市
民
の
た
め
の
健
康
講
座

健
や
か
に
生
き
る
（
無
料
）

●
日
時　

10
月
13
日
㈫　

14
時
～
15
時

●
場
所　

国
立
病
院
機
構
都
城
病
院　

教

育
研
修
棟
（
祝
吉
町
）

●
内
容　

外
山
栄
一
郎
外
科
医
長
に
よ
る

講
演
「
知
っ
て
お
き
た
い
傷
の
小
さ
な
外

科
手
術
」

●
定
員　

先
着
80
人（
申
し
込
み
は
不
要
。

当
日
、
直
接
会
場
に
来
て
く
だ
さ
い
）

問　

国
立
病
院
機
構
都
城
病
院　

地
域
医

療
連
携
室　

☎
23

−

４
１
１
１
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食
飲
み
物
代
ほ
か
含
む
）

●
定
員　

12
人

問　

高
城
町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

「
ベ
ー
カ
リ
ー
キ
ッ
チ
ン
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
」

☎
58

−

２
０
８
８

都
城
市
景
観
の
つ
ど
い
（
無
料
）

●
日
時　

10
月
23
日
㈮　

13
時
開
場

　
　
　
　

13
時
30
分
～
16
時　

●
場
所　

南
九
州
大
学
都
城
キ
ャ
ン
パ
ス

●
内
容　

ス
イ
ス
近
自
然
学
研
究
所
代
表

山
脇
正
俊
さ
ん
に
よ
る
講
演
「
豊
か
さ
と

環
境
を
両
立
さ
せ
る
景
観
ま
ち
づ
く
り
」

問　

都
市
計
画
課　

☎
23

−

２
７
６
２

こ
こ
ろ
と
い
の
ち
の
講
演
会（
無
料
）

　

う
つ
病
に
対
す
る
正
し
い
理
解
と
こ
こ

ろ
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
講
演
会
で

す
。

●
日
時　

10
月
23
日
㈮

　
　
　
　

13
時
30
分
～
16
時

●
場
所　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

●
内
容

加
藤
浩
一
さ
ん
に
よ
る
講
演

「
心
の
お
し
ゃ
れ
～
心
の
中
に
決
め
た
こ

と
～
」

上
島
国
利
さ
ん
に
よ
る
講
演

「
う
つ
病
の
気
づ
き
と
対
処
法
」

問　

10
月
15
日
㈭
ま
で
に
電
話
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
で
都
城
保
健
所
健
康
づ
く
り
課

☎
23

−

４
５
０
４　

Fax 

23

−

０
５
５
１

み
や
こ
ん
じ
ょ
エ
コ
達
人
講
座

　
「
ご
み
を
考
え
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

ご
み
に
つ
い
て
の
話
を
聞
き
な
が
ら
ご
み

処
理
関
連
施
設
を
見
て
回
り
ま
す
。

●
日
時　

10
月
24
日
㈯　

９
時
～
12
時　

 

●
場
所  

高
崎
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場

ほ
か
（
予
定
）

●
対
象　

小
学
生
以
上　

●
定
員　

20
人
程
度

問　

10
月
16
日
㈮
ま
で
に
環
境
政
策
課

　
　
　

☎
23

−

２
１
３
０

健
康
教
室
（
無
料
）

●
日
時
・
テ
ー
マ

10
月
23
日
㈮　

15
時
～
16
時

乳
が
ん
の
話

11
月
27
日
㈮　

15
時
～
16
時

骨
の
話
（
腰
痛
症
・
膝
関
節
疾
患
・
股
関
節

疾
患
な
ど
）

●
場
所　

三
州
病
院
（
花
繰
町
）

●
定
員　

50
人　

※
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要

問　

三
州
病
院　

☎
22

−

０
２
３
０

秋
の
園
芸
教
室
（
無
料
）

●
日
時　

11
月
１
日
㈰　

　
　
　
　

９
時
30
分
～
12
時

●
場
所　

緑
の
相
談
所
（
早
水
公
園
内
）

●
内
容　

花
の
寄
せ
植
え
、
花
の
種
ま
き

の
仕
方

●
持
参
す
る
も
の　

大
鉢
（
直
径
40
㌢
程

度
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
）、
軍
手
、
移
植

ご
て

●
定
員　

15
人
程
度
（
先
着
順
）

問　

道
路
公
園
課　

☎
23

−

２
６
１
３

く
す
り
と
健
康
講
演
会

●
日
時　

10
月
18
日
㈰

　
　
　
　

10
時
30
分
～
15
時

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

講
話
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
つ
い
て
」、
講
演
会
「
認
知
症
の
基
礎

知
識
」、薬
膳
料
理
教
室
の
料
理
・
試
食（
先

着
26
人
、無
料
）、薬
の
相
談
、血
圧
測
定
、

薬
物
乱
用
防
止
、
サ
プ
リ
メ
ン
ト
展
示
な

ど
問　

都
城
市
北
諸
県
郡
薬
剤
師
会

　
　
　

☎
25

−

２
４
５
５

パ
ン
教
室

●
日
程
・
内
容

10
／
14
㈬　

コ
ー
ヒ
ー
食
パ
ン
、
ち
く
わ
パ
ン

10
／
28
㈬　

木
の
実
ブ
レ
ッ
ド
、
コ
ル
ネ

11
／
11
㈬　

オ
ー
ト
ミ
ー
ル
と
は
ち
み
つ
パ

ン
、
チ
ー
ズ
ク
ッ
ペ

11
／
25
㈬　

か
ぼ
ち
ゃ
パ
ン
、
黒
練
り
ご
ま
の

プ
チ
パ
ン

12
／
９
㈬　

ビ
ッ
グ
ク
ロ
ワ
ッ
サ
ン

●
場
所　

高
城
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

「
ベ
ー
カ
リ
ー
キ
ッ
チ
ン
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
」

（
高
城
町
石
山
）

●
費
用　

２
、５
０
０
円
（
材
料
代
、
軽

1�2009.10



ま
ち
づ
く
り
講
演
会
（
無
料
）

●
日
時　

10
月
20
日
㈫　

14
時
～

●
会
場　

高
城
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
要

申
し
込
み
、
電
話
連
絡
可
）

●
内
容　

㈱
ま
ち
づ
く
り
計
画
研
究
所
の

今
泉
重
敏
さ
ん
に
よ
る
講
演
「
目
か
ら
ウ

ロ
コ
の
ま
ち
づ
く
り
」

問　

高
城
総
合
支
所
総
務
課

　
　
　

☎
58

−

２
３
１
１

調
理
補
助
講
習
（
無
料
）

●
講
習
期
間　

11
月
９
日
㈪
～
20
日
㈮

●
定
員　

20
人
（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽

選
）

●
対
象　

県
内
在
住
の
求
職
者
で
、
お
お

む
ね
60
歳
代
前
半
の
人

●
場
所　

オ
ー
バ
ル
・
ジ
ョ
ブ
・
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
・
カ
レ
ッ
ジ
（
松
元
町
）

問　

10
月
23
日
㈮
ま
で
に
郵
送
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
で
㈳
宮
崎
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
連
合
会
（
〒
880

−

０
８
６
７　

宮

崎
市
瀬
頭
二
丁
目
６

−

14
）

☎
０
９
８
５

−

31

−

３
７
７
５

Fax
０
９
８
５

−

31

−
３
７
７
６

生
涯
学
習
初
級
講
座

　

11
月
か
ら
短
期
（
全
４
回
）
の
講
座
を

開
催
し
ま
す
。
受
講
に
は
申
し
込
み
が
必

要
で
す
。
定
員
に
達
し
な
い
場
合
は
、
開

催
し
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

●
定
員　

各
講
座
10
～
20
人

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

●
対
象　

一
般
成
人
の
初
心
者

●
受
講
料　

無
料（
教
材
費
は
別
途
必
要
）

●
教
室
名
・
場
所
・
日
時

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト　

中
央
公
民
館

第
１
・
３
金
曜
日
（
11
／
６
㈮
～
）　

10
時
～
12
時　

締
切
：
10
／
27
㈫

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
キ
ン
グ　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

第
１
・
３
木
曜
日
（
11
／
５
㈭
～
）　

14
時
～
16
時　

締
切
：
10
／
25
㈰

親
子
ビ
ク
ス　

妻
ケ
丘
地
区
公
民
館

第
１
・
３
土
曜
日
（
11
／
７
㈯
～
）　

10
時
～
11
時
30
分　

締
切
：
10
／
28
㈬

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
（
ハ
ワ
イ
ア
ン
キ
ル
ト
）

祝
吉
地
区
公
民
館

第
２
・
４
木
曜
日
（
11
／
12
㈭
～
）　

10
時
～
12
時　

締
切
：
11
／
１
㈰

問　

き
ら
り
ネ
ッ
ト
都
城

　
　
　

☎
23

−

４
０
８
０

司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
み
や
こ
の
じ
ょ
う

法
律
無
料
相
談

●
日
時　

10
月
21
日
㈬　

18
時
～
21
時

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

多
重
債
務
、
サ
ラ
金
関
係
、
金

銭
貸
借
な
ど

●
定
員　

９
人
程
度　

※
要
予
約

問　

宮
崎
県
司
法
書
士
協
会
都
城
支
部

　
　

☎
25

−

３
２
４
０

赤
ち
ゃ
ん
健
康
相
談
（
無
料
）

　

身
体
測
定
や
、
保
健
師
・
栄
養
士
に

よ
る
育
児
相
談
を
行
い
ま
す
。

●
対
象　

１
カ
月
～
１
歳
未
満 

●
日
程
・
場
所

10
／
14
㈬　

9
時
30
分
～
10
時
30
分

横
市
地
区
公
民
館　

10
／
27
㈫　

13
時
30
分
～
14
時
30
分

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー　
（
市
役
所
地
下
１
階
）

※
母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル
持
参

問　

こ
ど
も
課　

☎
23

−

２
６
８
４

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
制
度
に
関
す
る
相
談（
無
料
）

　

宮
崎
県
生
活
・
協
働
・
男
女
参
画
課
と

合
同
で
、
法
人
制
度
や
申
請
手
続
き
の
相

談
に
応
じ
ま
す
。

●
日
時　

10
月
22
日
㈭

　
　
　
　

13
時
30
分
～
16
時

●
場
所　

中
央
公
民
館
２
階
第
２
研
修
室

問　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課　

☎
23

−

７
１
４
６　

Fax 

21

−

３
０
３
４

労
働
相
談
（
無
料
）

　

県
で
は
職
場
の
悩
み
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。
職
員
に
よ
る
相
談
は
随
時
受
け
付

け
ま
す
が
、労
働
施
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー（
社

会
保
険
労
務
士
）
に
よ
る
相
談
は
事
前
の

予
約
が
必
要
で
す
。

●
日
時　

月
～
金
曜
日　

※
祝
日
を
除
く

　
　
　
　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

●
場
所　

県
総
合
庁
舎
（
北
原
町
）

問　

宮
崎
県
都
城
県
税
・
総
務
事
務
所
総

務
商
工
セ
ン
タ
ー　

☎
23

−

４
５
１
８
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10
月
19
日
㈪
～
25
日
㈰

秋
の
行
政
相
談
週
間

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
国
な
ど
の
仕

事
に
つ
い
て
、「
苦
情
や
困
っ
て
い
る
こ

と
が
あ
る
」「
制
度
や
仕
組
み
が
分
か
ら

な
い
」「
相
談
し
て
み
た
が
、
説
明
に
納

得
が
い
か
な
い
」「
ど
こ
に
相
談
し
た
ら

よ
い
か
分
か
ら
な
い
」
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
ら
、行
政
相
談
委
員
に
相
談
く
だ
さ
い
。

●
都
城
市
の
行
政
相
談
委
員

◎
石
﨑
陽
一
さ
ん
（
上
川
東
）

　

☎
23

−

５
４
９
２

◎
比
嘉
仁
子
さ
ん
（
金
田
町
）

　

☎
38

−

１
０
３
７

◎
岩
﨑
清
久
さ
ん
（
高
崎
町
）

　

☎
62

−

５
１
１
８
（
事
務
所
）

　

☎
62

−

５
１
０
１
（
自
宅
）

◎
中
原
香　

津
子
さ
ん(

山
之
口
町
）

　

☎
57

−

３
９
８
２

◎
大
浦
義
澄
さ
ん
（
高
城
町
）

　

☎
58

−

３
９
３
９

◎
津
曲
文
隆
さ
ん
（
山
田
町
）

　

☎
64

−

３
０
４
３

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
の
で
、
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
相
談
は
、
総
務
省
宮
崎
行
政
評
価

事
務
所
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
全
国

ど
こ
か
ら
で
も
同
じ
電
話
番
号
で
か
け
ら

れ
る
行
政
苦
情
１
１
０
番
（
０
５
７
０

−

０
９
０
１
１
０
）
を
利
用
く
だ
さ
い

問　

秘
書
広
報
課　

☎
23

−

３
１
７
４

行
政
相
談

●
日
時
・
場
所　

10
／
15
㈭　

9
時
～
12
時　

中
央
公
民
館

10
／
21
㈬　

10
時
～
12
時　

祝
吉
地
区
公
民
館

問　

秘
書
広
報
課　

☎
23

−

３
１
７
４

産
業
財
産
権
相
談
事
業

特
許
相
談
（
無
料
）

●
日
時　

10
月
20
日
㈫

●
場
所　

都
城
商
工
会
議
所

●
内
容　

特
許
、
実
用
新
案
、
意
匠
、
商

標
な
ど

問　

工
業
振
興
課　

☎
23

−

２
７
５
３

宮
崎
県
求
職
者
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
出
張
相
談
（
無
料
）

　

宮
崎
県
求
職
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
の

相
談
員
が
求
職
者
の
生
活
・
就
労
に
関
す

る
相
談
に
応
じ
ま
す
。
事
前
の
申
し
込
み

は
不
要
で
す
。

●
日
時　

毎
月
第
４
月
曜
日
（
※
祝
日
の

場
合
は
翌
日
）　

10
時
～
16
時
（
12
時
～

13
時
を
除
く
）

●
場
所　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
都
城
（
上
町
）

問　

県
求
職
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー　
　

　
　

☎
０
９
８
５

−

60

−

７
４
１
０

く
ら
し
の
無
料
相
談
会

●
日
時　

10
月
28
日
㈬

　
　
　
　

13
時
30
分
～
17
時

●
場
所　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

●
内
容　

く
ら
し
全
般
（
遺
言
・
相
続
、

交
通
事
故
な
ど
）

問　

宮
崎
県
行
政
書
士
会
都
城
支
部

　
　

☎
25

−

３
２
４
０

自
賠
責
保
険
は
必
ず
加
入
し
ま
し
ょ
う

　

自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
（
共
済
）

は
、
万
一
の
交
通
事
故
の
際
の
基
本
的
な

対
人
賠
償
を
目
的
と
し
て
、
バ
イ
ク
・
原

動
機
付
自
転
車
を
含
む
全
て
の
自
動
車
の

保
有
者
に
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る

強
制
保
険
で
す
。

　

無
保
険
（
無
共
済
）
車
の
運
行
は
、
ド

ラ
イ
バ
ー
の
基
本
マ
ナ
ー
に
反
す
る
ば
か

り
で
な
く
、罰
則
の
対
象
に
も
な
り
ま
す
。

「
期
限
切
れ
」
や
「
か
け
忘
れ
」
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

　

自
賠
責
保
険
は
被
害
者
に
対
す
る
最
低

保
障
と
い
う
考
え
方
で
決
め
ら
れ
て
い
ま

す
の
で
、
任
意
保
険
（
共
済
）
に
も
加
入

す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

問　

国
土
交
通
省
九
州
運
輸
局　

宮
崎
運

輸
支
局
運
輸
部
門

☎
０
９
８
５

−

51

−

３
９
５
２

�02009.10



ロ
ー
・
ユ
ー
ス
・
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
（
中
央
公
民

館
内
）

●
縦
覧
期
間　

～
10
月
26
日
㈪
（
土
・
日

曜
日
、
祝
日
を
除
く
）
８
時
30
分
～
17
時

問　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課

　
　

☎
23

−

７
１
４
６

寝
具
類
等
洗
濯
乾
燥
消
毒
事
業

●
対
象　

一
人
暮
ら
し
ま
た
は
高
齢
者
の

み
の
世
帯
で
、
要
介
護
１
～
５
ま
た
は
そ

れ
に
準
ず
る
状
態
の
65
歳
以
上
の
人
、
も

し
く
は
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は
65

歳
以
上
で
身
体
障
害
者
手
帳
２
級
の
人

で
、
本
人
ま
た
は
同
居
家
族
み
よ
る
寝
具

の
衛
生
管
理
が
困
難
な
人

●
利
用
料　

４
０
０
円

●
洗
濯
内
容　

掛
・
敷
布
団
、
毛
布

●
申
し
込
み　

10
月
30
日
㈮
ま
で
に
各
地

区
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

●
寝
具
の
回
収
日　

12
月
７
日
㈪
、
10
日

㈭
（
申
込
者
多
数
の
場
合
は
12
月
11
日
㈮

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

●
そ
の
他　

洗
濯
物
回
収
時
に
利
用
料
、

印
鑑
を
準
備
し
て
く
だ
さ
い

※
市
の
委
託
業
者
が
自
宅
へ
回
収
・
配
達

に
伺
い
ま
す
。
回
収
の
時
間
は
、
後
日

市
か
ら
連
絡
し
ま
す
。
ま
た
、回
収
日
・

配
達
日
に
は
必
ず
家
族
、
本
人
の
立
会

い
を
お
願
い
し
ま
す

問　

介
護
保
険
課　

☎
23

−

３
１
８
４

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

実
施
医
療
機
関
の
追
加
と
予
約
に
つ
い
て

　

次
の
医
療
機
関
で
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
な
お
、
受
け
る
際
は
、
予
約
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

●
医
療
機
関
名　

い
き
形
成
外
科
ひ
ふ
科

ク
リ
ニ
ッ
ク　

☎
45

−

０
０
２
０

※
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

は
、
実
施
医
療
機
関
に
よ
っ
て
予
約
が

必
要
な
所
も
あ
り
ま
す
の
で
、
接
種
に

行
く
前
に
医
療
機
関
に
確
認
を
お
願
い

し
ま
す

問　

健
康
課　

☎
23

−

２
７
６
５

オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
発
売
中

　

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
各
県
の
販

売
実
績
に
応
じ
て
配
分
さ
れ
、
市
町
村
の

明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ

ま
す
。

　

宝
く
じ
は
、
地
元
の
販
売
所
で
購
入
し

ま
し
ょ
う
。

●
発
売
期
間　

10
月
16
日
㈮
ま
で

●
発
売
場
所　

全
国
の
宝
く
じ
売
場

●
抽
選
日　

10
月
23
日
㈮

問　

財
政
課　

☎
23

−

２
１
１
３

胃
・
子
宮
が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ

　

事
前
に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

　

４
月
１
日
以
降
に
同
等
の
が
ん
検
診
を

受
け
た
人
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

【
胃
が
ん
検
診
】

●
対
象　

昭
和
45
年
４
月
１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人

●
日
程
・
場
所

11
／
25
㈬　

西
岳
地
区
公
民
館

11
／
30
㈪　

中
郷
地
区
公
民
館

●
受
付　

８
時
～
10
時

【
子
宮
が
ん
検
診
】

●
対
象　

平
成
２
年
４
月
１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人
で
、
偶
数
年
生
ま
れ
の
女
性

※
子
宮
が
ん
検
診
は
２
年
に
１
回

● 

日
程
・
受
付
時
間
・
場
所

11
／
13
㈮　

９
時
～
10
時　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

11
／
13
㈮　

13
時
30
分
～
14
時
30
分

中
郷
地
区
公
民
館

11
／
20
㈮　

９
時
～
10
時　

山
之
口
地
区
公
民
館

11
／
20
㈮　

13
時
30
分
～
14
時
30
分

山
田
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
け
ね
じ
ゅ
苑
）

●
検
診
料　

胃
が
ん
検
診　

９
０
０
円
、

子
宮
が
ん
検
診　

８
０
０
円

※
70
歳
以
上
の
人
、
生
活
保
護
世
帯
、
市

　

民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
人
は
証
明

　

書
な
ど
を
提
示
す
れ
ば
検
診
料
が
免
除

　

さ
れ
ま
す

問　

健
康
課　

☎
23

−

２
７
６
５

特
定
非
営
利
活
動
法
人
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）

設
立
の
認
証
申
請
に
関
す
る
縦
覧

　

申
請
書
に
添
付
さ
れ
た
定
款
・
役
員
名

簿
・
設
立
趣
旨
書
・
事
業
計
画
書
・
収
支

予
算
書
を
縦
覧
し
ま
す
。

●
団
体
名　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ハ
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環
霧
島

Inform
ation

の
確
認
検
査
時
に
転
作
申
請
作
物
を
植

え
付
け
て
い
な
か
っ
た
人
は
、
第
２
回

の
確
認
時
期
ま
で
に
発
芽
す
る
よ
う
、

作
物
の
植
え
付
け
の
実
施
を
お
願
い
し

ま
す
。

問　

都
城
・
北
諸
県
地
域
水
田
協
議
会

☎
47

−

１
６
１
２
、Ｊ
Ａ
都
城
各
支
所
、

農
政
課　

☎
23

−

２
７
６
８
、

各
総
合
支
所
産
業
振
興
課

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

　

秋
以
降
に
は
新
型
と
通
常
の
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
が
重
な
っ
て
流
行
す
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

●
発
熱
し
た
時
の
対
応　

病
院
に
行
く

前
に
必
ず
病
院
に
電
話
を
し
て
、
医
師

の
指
示
を
仰
い
で
く
だ
さ
い
。
院
内
で

の
感
染
防
止
の
た
め
、
来
院
の
際
は
マ

ス
ク
を
着
用
し
ま
し
ょ
う

●
感
染
防
止
策　

手
洗
い
や
う
が
い
を

行
い
、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
守
り
、
十
分

な
休
養
と
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う

●
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
の
注
意　

病
み
上

が
り
の
人
、
体
調
不
良
気
味
の
人
、
発

熱
症
状
が
あ
る
人
は
イ
ベ
ン
ト
の
参
加

を
自
粛
し
て
く
だ
さ
い
。
イ
ベ
ン
ト
の

主
催
者
は
会
場
内
の
こ
ま
め
な
換
気
、

速
乾
性
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
剤
の
設
置
を

行
い
、
参
加
者
に
対
し
感
染
防
止
策
を

呼
び
掛
け
て
く
だ
さ
い

問　

健
康
課　

☎
23

−

２
７
６
５

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診　

●
対
象　

今
年
度
中
に
40
・
45
・
50
・

55
・
60
・
65
・
70
歳
に
な
る
女
性

※
今
年
の
４
月
１
日
以
降
に
骨
粗
し
ょ

う
症
検
診
を
受
け
た
人
と
骨
粗
し
ょ

う
症
で
治
療
中
の
人
は
除
く

●
定
員　

各
日
程
20
人　

※
先
着
順

●
日
程　

10
月
28
日
㈬
、
30
日
㈮
、
11

月
４
日
㈬
、
６
日
㈮
、
11
日
㈬
、
13
日

㈮
、
18
日
㈬
、
20
日
㈮
、
25
日
㈬
、
27

日
㈮
、
12
月
２
日
㈬　

※
要
申
し
込
み
。

●
受
付　

14
時
～
14
時
15
分

●
場
所　

都
城
健
康
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
（
大
岩
田
町
）

●
内
容　

問
診
、
骨
密
度
測
定
検
査
、

医
師
に
よ
る
結
果
説
明

●
検
診
料　

３
０
０
円

※
70
歳
以
上
の
人
、
生
活
保
護
世
帯
、

　

市
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
人
は

　

証
明
書
な
ど
を
提
示
す
れ
ば
検
診
料

　

が
免
除
さ
れ
ま
す

問　

健
康
課　

☎
23

−

２
７
６
５

第
２
回
水
田
転
作
現
地
確
認

　

都
城
・
北
諸
県
地
域
水
田
協
議
会
に

よ
る
、
第
２
回
水
田
転
作
現
地
確
認
が

10
月
下
旬
に
実
施
さ
れ
ま
す
。
第
１
回

第
５
回
環
霧
島
会
議

　

霧
島
連
山
を
囲
む
７
市
町
で
構
成

す
る
「
環
霧
島
会
議
」
の
第
５
回
目

の
会
合
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
回
の

会
合
で
は
、
環
霧
島
教
育
長
会
議
の

発
足
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
ま
す
。

　

ま
た
、
午
後
の
部
で
は
、
構
成
市

町
の
伝
統
的
な
郷
土
芸
能
な
ど
の
発

表
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

●
日
時　

10
月
22
日
㈭　

13
時
～

●
場
所　

曽
於
市
財
部
き
ら
め
き
セ

ン
タ
ー

問　

経
営
戦
略
課　

☎
23

−

２
１
１
５

第
４
回
霧
島
市
エ
ア
ポ
ー
ト

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

　

鹿
児
島
空
港
と
空
港
を
取
り
巻
く

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
、
飛
行
機
の
魅
力

を
多
く
の
人
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き

る
写
真
を
広
く
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
条
件　

霧
島
市
役
所
・
各
総

合
支
所
で
配
布
し
て
い
る
チ
ラ
シ
ま

た
は
、
霧
島
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い

●
受
付　

11
月
２
日
㈪
～
20
日
㈮

●
賞　
【
市
長
賞
】
１
点　

賞
金

５
万
円
ほ
か
、【
特
選
】
２
点　

賞

金
３
万
円
ほ
か
、【
協
賛
社
賞
】
若

干
名　

協
賛
各
社
グ
ッ
ズ
ほ
か

●
発
表　

12
月
上
旬
（
入
賞
者
に
は

直
接
通
知
し
ま
す
）

●
応
募
先　

溝
辺
総
合
支
所
地
域
振

興
課
「
第
４
回
霧
島
市
エ
ア
ポ
ー

ト
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
事
務
局
」

〒
899

−

６
４
９
３　

溝
辺
町
有
川

３
４
１
、
ま
た
は
企
画
政
策
課
企
画

政
策
グ
ル
ー
プ
〒
899

−

４
３
９
４　

霧
島
市
国
分
中
央
三
丁
目
45

−

１

問　

霧
島
市
役
所
溝
辺
総
合
支
所
地

域
振
興
課
地
域
振
興
グ
ル
ー
プ

☎
０
９
９
５

−

59

−

３
１
１
１

森
の
ま
つ
り

●
日
時　

10
月
18
日
㈰　

10
時
～

●
場
所　

よ
こ
で
～
ろ
前
駐
車
場

（
霧
島
市
溝
辺
町
麓
２
４
０
８
）

●
内
容　

木
工
教
室
、
木
工
ク
ラ
フ

ト
製
作
、
丸
太
切
り
競
争
、
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
ア
ー
ト
、
木
製
品
・
特
産
品

販
売
、
も
ち
ま
き
、
住
宅
相
談
コ
ー

ナ
ー
な
ど

問　

鹿
児
島
県
姶
良
・
伊
佐
地
域
振

興
局
林
務
水
産
課
内
森
の
ま
つ
り
実

行
委
員
会
事
務
局

☎
０
９
９
５

−

63

−

８
１
５
９
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休日急病診療機関
●診療時間　9：00〜18：00
※歯科は17：00まで みやざき医療ナビ

※診療機関は変更することがあります
詳しくは、テレホンサービス（医師会は☎
23-5555、歯科医師会は☎ 25-4100）で
確認してください
◎みやざき医療ナビもご利用ください
http://www.e-navi.pref.miyazaki.lg.jp
●休日当番薬局

　

霧
島
山
を
取
り
巻
く
鹿
児
島
・
宮

崎
両
県
の
５
市
２
町
を
中
心
に
構
成

す
る
霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
連
絡
協

議
会
は
、
来
年
度
の
日
本
ジ
オ
パ
ー

ク
認
定
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
今
月
か
ら
霧
島
山
の
歴
史
や
魅

力
を
紹
介
。
な
お
、
こ
れ
か
ら
５
市

２
町
の
広
報
紙
に
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載

し
て
い
き
ま
す
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
と
は
地
質
学
的
に
見

て
貴
重
な
地
質
層
、
岩
石
、
地
形
、

火
山
な
ど
の
地
質
遺
産
を
見
ど
こ
ろ

と
す
る
自
然
公
園
で
す
。

霧
島
火
山
群
の
歴
史
は
？

　

霧
島
火
山
群
は
加か

く久
藤と
う

カ
ル
デ
ラ

の
南
端
に
位
置
し
た
20
余
り
の
火
山

の
集
ま
り
で
す
。
そ
の
活
動
の
歴
史

は
長
く
、
30
万
年
以
上
も
前
か
ら
現

在
に
い
た
る
悠
久
の
時
の
中
で
、
現

在
の
秀
麗
な
山
に
な
り
ま
し
た
。

10/18㈰ トロン、そうごう都原、そうごう
花繰薬研調剤

10/25㈰ 東町、ふれあい川東、友愛
そうごうたかお

月日 医療機関名 電話番号

10/18
㈰

ふくしまクリニック（内・消・小） 46-5001
ベデスダクリニック（内） 22-1700
瀬ノ口内科（内） 25-7780
三州病院（外・胃・内） 22-0230
姉川医院（皮・泌） 22-2205
野田医院（産・婦） 24-8553
曽我歯科医院 22-2622

10/25
㈰

柳田病院（小・内） 22-4862
松山医院（内・呼・リウ） 24-1046
長倉医院（内） 52-2109
たかお浜田（外・内） 22-8818
海老原記念（外） 22-2240
たき心療内科（心内・精・神内） 46-9191
園田歯科医院 25-2090

ジオパーク
発掘調査隊

問　経営戦略課　
☎２３−２１１５

栗野岳などの古い火山を土
台として、白

しらとりやま

鳥山、大
おお

浪
なみのいけ

池、
夷
ひなもりだけ

守岳などの火山が活動し
ました。

飯
いいもりやま

盛山、甑
こしき

岳
だけ

や韓
からくにだけ

国岳など
の火山が活動しました。

韓国岳が大きな噴火をして現在の
山体をつくりました。南東部では
古
こ

高
たか

千
ち ほ

穂（高千穂の基礎部分）が
活動を始めました。

１万8,000年〜7,000年前 ３万年〜１万8,000年前 10万年〜３万年前

県
か
ら
の
お
知
ら
せ

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
公
聴
会

　

宮
崎
県
環
境
影
響
評
価
条
例
（
平
成
12

年
宮
崎
県
条
例
第
12
号
）
第
19
条
第
１
項

の
規
定
に
よ
り
、
都
城
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
建
設
事
業
に
伴
う
環
境
影
響
評
価
準

備
書
に
つ
い
て
、
環
境
の
保
全
の
見
地
か

ら
の
意
見
を
聴
く
公
聴
会
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

11
月
２
日
㈪　

13
時
30
分
～

●
場
所　

山
田
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

大
集
会
室

●
準
備
書
に
係
る
事
業
者

・
都
城
市

・
市
長　

長
峯
誠

・
都
城
市
姫
城
町
６
街
区
21
号

●
準
備
書
に
係
る
対
象
事
業

・
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業

・
ご
み
焼
却
施
設
の
設
置

・
処
理
能
力
２
３
０
㌧
／
日

●
意
見
陳
述
の
申
出　

公
聴
会
に
出
席

し
、
準
備
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
事
項

に
関
し
、
環
境
保
全
の
見
地
か
ら
意
見

を
述
べ
た
い
人
は
、
10
月
14
日
㈬
ま
で

に
対
象
事
業
の
名
称
（
都
城
市
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
）、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
（
法
人
そ
の
ほ
か
の
団

体
に
つ
い
て
は
、
そ
の
名
称
、
代
表
者

の
氏
名
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
お

よ
び
電
話
番
号
、
公
聴
会
で
意
見
を
述

べ
よ
う
と
す
る
人
の
氏
名
お
よ
び
役
職

名
）、 

意
見
の
概
要
と
そ
の
理
由
を
記

入
の
上
、
書
面
で
知
事
に
申
し
出
て
く

だ
さ
い

●
そ
の
他　

意
見
陳
述
の
申
出
が
な

か
っ
た
場
合
、
公
聴
会
を
中
止
し
ま
す

問　
宮
崎
県
環
境
森
林
部
環
境
管
理

課
環
境
審
査
担
当　

〒
880

−

８
５
０
１

　

宮
崎
市
橘
通
東
二
丁
目
10
番
１
号

☎
０
９
８
５

−

26

−

７
０
８
２

Fax
０
９
８
５

−

38

−

６
２
１
０
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移
動
図
書
館 

く
れ
よ
ん
号

巡
回
予
定

インフォメーション

●問い合わせ
　都城市立図書館　☎ 22-0239

高城図書館　　　☎ 58-4224

図
書
館
で
の
読
み
聞
か
せ

都
城

高
城

本市出身で、芥川賞候補にも
なり、図書館学にも造詣の深
い著者の自伝風エッセー。宮
崎日日新聞に連載されたもの。

さわやかな秋晴れの下で山歩
きしてみませんか？　安全・
快適に山歩きを楽しむ方法と
九州62山の登山コースを紹介。

「お父さんが教える
読書感想文の書きかた」
赤木かん子 ( 著 ）
自由国民社 ( 出版 ）

読 書 感 想 文 を 書 け な く て
困っているお子さんを助け
てあげましょう！　教える
こつが 30 分で分かります。

今月のおすすめの本

15
1110

16

「健康になる九州の山歩き」

斉藤篤司 ( 監修 ）
宮崎日日新聞社 ( 出版 ）

「流れ流れて八十路川」

久保輝巳 ( 著 ）
宮日文化情報センター ( 編集 ）

MJワンコインコンサート
川田知子バイオリンリサイタル

国内外で活躍するバイオリニストの
演奏を 500 円で聴ける！

●日時：11月８日㈰　19 時開演
●出演：川田知子（バイオリン）
　　　　 田中麻紀（ピアノ）
●会場：都城市総合文化ホール 
●チケット：【全席指定】500円
　＊ M J友の会会員割引なし
　＊ M J友の会ポイント使用不可
　＊未就学児童入場不可
●問い合わせ：都城市総合文化ホール　☎ 23-7140

お孫さんやお子さんに発見の喜び・楽しさを伝えません
か？　

●日時：10月26日㈪
　　　　　10時〜12 時
●料金： 2,000 円 
●会場：ウエルネス交流プラザ 
●定員：15 人
●講師：村上規代（理科大好きコーディネーター）
●問い合わせ：ボンパク予約センター　☎ 26－4666

おじいちゃん・おばあちゃんの底力を見せよう！

理科好きの子や孫を育てる
大人の実験教室

都城市立図書館
休館日：10月19日・26日、11月２日・５日・９日／ 開館時間：9：30〜18：50
高城図書館
休館日：10月18日・20日・27日、11月10日・15日／ 開館時間：9：30〜18：00

お話しの部屋“そら豆”
●絵本の読み聞かせ（定員20人程度）
　10月22日㈭　11：00～11：30
本とお話の会
●日時 11月14日㈯　14：30～
●内容 ふしぎなくだもの（ハンガリー民話）
ペンギン会の読み聞かせ
●日時 10月17日㈯　10：00～
●内容 人形劇、絵描き歌
　　　 読み聞かせなど

日 

程

巡　

回　

場　

所

巡　

回　

時　

間

10/16
㈮

乙
房
小
学
校

志
和
池
小
学
校

13
時
00
分
～
13
時
50
分

14
時
30
分
～
16
時
00
分

10/17
㈯

祝
吉
地
区
公
民
館

沖
水
小
学
校

石
山
体
育
セ
ン
タ
ー

10
時
45
分
～
11
時
30
分

13
時
00
分
～
14
時
00
分

14
時
30
分
～
15
時
00
分

10/20
㈫

木
之
川
内
小
学
校

14
時
00
分
～
16
時
00
分

10/23
㈮

小
松
原
地
区
公
民
館

ミ
ー
ト
シ
ョ
ッ
プ

な
が
や
ま
志
比
田
店

谷
頭
児
童
館

13
時
20
分
～
13
時
50
分

14
時
10
分
～
14
時
40
分

15
時
00
分
～
15
時
30
分

10/24
㈯

明
和
小
学
校

鷹
尾
五
丁
目
自
治
公
民
館

市
営
都
原
団
地

13
時
00
分
～
13
時
30
分

13
時
40
分
～
14
時
10
分

14
時
20
分
～
14
時
50
分

10/30
㈮

縄
瀬
小
学
校

高
崎
地
区
公
民
館

13
時
10
分
～
13
時
50
分

14
時
20
分
～
14
時
50
分

11/４
㈬

県
営
北
原
団
地

丸
野
小
学
校

10
時
30
分
～
11
時
00
分

13
時
00
分
～
14
時
00
分

11/６
㈮

吉
之
元
小
学
校

西
岳
小
学
校

13
時
10
分
～
13
時
50
分

14
時
15
分
～
15
時
30
分

11/７
㈯

山
之
口
ふ
も
と
保
育
所

上
富
吉
地
区
体
育
館

一
万
城
南
部
自
治
公
民
館

11
時
20
分
～
11
時
40
分

13
時
00
分
～
13
時
30
分

14
時
00
分
～
14
時
30
分

11/10
㈫

木
之
川
内
小
学
校

14
時
00
分
～
16
時
00
分

11/12
㈭

御
池
小
学
校

西
岳
地
区
公
民
館

庄
内
小
学
校

13
時
00
分
～
13
時
30
分

14
時
00
分
～
14
時
30
分

14
時
50
分
～
16
時
00
分

11/13
㈮

川
東
小
学
校

13
時
00
分
～
14
時
00
分

11/14
㈯

祝
吉
地
区
公
民
館

沖
水
小
学
校

石
山
体
育
セ
ン
タ
ー

10
時
45
分
～
11
時
30
分

13
時
00
分
～
14
時
00
分

14
時
30
分
～
15
時
00
分

��2009.10



国際交流員
のひとりごと

　さわやかな秋風が心地よい今日このごろ、
皆さんいかがお過ごしでしょうか。
　私はこの８月から都城市役所で働くことに
なった新しいモンゴル国際交流員のムンフバ
ヤルです。初めての宮崎です。
　都城に来てからまだ日が浅いですが、盆地
まつりで雨とともに踊った「サンバヤッサ」、
トラックが絶え間なく走る国道 10 号線、ピン
クのバスで行くイオンモール、小さい路線バ
ス、時間がゆっくり過ぎていそうな町並みの
風景が故郷のようになじんできました。日に
日に都城にひかれるばかりです。都城にとけ
込み、言葉をはじめ都城のありすぎるぐらい
の良さを吸収していきたいと思います。
　さて、今年は都城市とモンゴルの首都ウラ
ンバートル市の友好交流都市締結 10 周年の節
目の年です。11 月 1 日の都城市総合文化ホー
ルでの記念行事に皆さんぜひおいでください。
お待ちしています。
　それでは、いろいろな場面で皆さんとお会
いできる日を心待ちにしています。

バヤンバト ムンフバヤルさん
（モンゴル）Vol.１

サイン　バイノー（こんにちは）

●問い合わせ　生活文化課・国際化担当　☎23-2295

このコーナーでは、寄せられた「わたしの一言」の中から
一部を紹介します。また、皆さんから寄せられたご意見
につきましては、今後の広報紙作成に生かしていきます。

▼点線に沿ってお切りください（官製はがきでも可）

わ
た

し
の

一
言

今
月

号
を

読
ん

で
の

感
想

・ 都城商業高校野球部の甲子園での活躍が報道
されると、自分のことのようにうれしくなり
ました。このようなうれしい出来事があると
都城人としての誇りが持てますね。

  （五十町　鈴りんさん）

・ ８月号の ｢混ぜたごみから思わぬ事故！｣ を
読んで、リサイクルは一人一人の心掛けが必
要だと感じました。一人でできることは、小
さいことですが、全国の人がエコの気持ちを
持てば、大きなものになりますよね。

  （都北町　Ｔさん）

・ 朝のラジオ体操をしています。メタボ解消な
どの運動がはやっていますが、ラジオ体操を
まじめにやると全身運動になります。皆さん
も一度やってみたらどうでしょう？

  （五十町　Ｎさん）

・ ８月号の ｢人の風景｣ を読んで、小学生将棋
名人戦に挑戦した小学生が都城から出て、う
れしいです。日本一に向かって頑張ってくだ
さい。 （北原町　Ｓさん）

・ 人ごとではなく自分のことだと思い認知症の
講習会に出席。すばらしい内容だったので、
今後も参加したいと思います。

  （高崎町　ハムちゃん）



イベントカレンダー

10/15
～11/14

※［　　］内は場所、問は問い合わせ先

電
話

番
号

　（
　

　
　

　
　

）　
　

　
　

　
−

ク
イ

ズ
の

答
え

①②③ フ
リ

ガ
ナ

氏
　

名

ペ
ン

ネ
ー

ム
ま

た
は

イ
ニ

シ
ャ

ル

※
記

入
が

な
い

場
合

は
、イ

ニ
シ

ャ
ル

で
表

示
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

住
　

所

８
８

５
８

５
５

５
PO

ST
 CA

RD

お
手

数
で

す
が

5
0

円
切

手
を

お
張

り
く

だ
さ

い

広報クイズ
読者

プレゼント

10月
24日㈯～
25日㈰

地場産業まつり［地場産業振興センター］
問地場産業振興センター　☎38-4561

25日㈰
９：30～

スカイフェスタin都城［大淀川河川敷周辺］
問実行委員会　☎22-4079
（７時からは熱気球搭乗体験あり）

25日㈰
10：00～

東目街道まつり
［旧後藤家商家交流資料館周辺］
問高城町商工会　☎58-2020

25日㈰
10：00～

クラシックカーフェスティバルin霧島
［観音池公園］
問実行委員会　☎38-4000

31日㈯
10：00～

山之口どんどんまつり
［山之口運動公園陸上競技場］
問わいわいネット　☎57-3111

11月
１日㈰～
８日㈰

島津発祥まつり［市内各所］
問実行委員会　☎51-5501

１日㈰
８：00～

市場まつり［公設地方卸売市場］
問公設地方卸売市場　☎25-5242

３日㈫
10：30～

山之口弥五郎どんまつり
［的野正八幡宮参道］
問山之口教育課　☎57-3111

８日㈰
８：00～

都城ぼんち市［東中町通り］
問都城商工会議所　☎23-0001

８日㈰
９：00～

金御岳杯南九州ハンググライダー大会 
［金御岳公園］
問中郷商工会　☎39-0334

施 設 案 内 ※10月15日～11月14日の日程

都
城

市
役

所
 秘

書
広

報
課

 行
（

広
報

 都
城

 N
o.46 2009年

10月
号

）Vol.46

読
ん
で
当
て
よ
う

知
っ
て
当
て
よ
う

▪美術館（姫城町） ☎25-1447
開館時間　９:00～17:00（入館は16:30まで）

入館料　無料（特別展は、一般500円、大学生以下無料）
休館日　10月15日〜22日・26日、11月２日・９日
＊10月17日・18日は、住民票の発行はできません
・特別展「南九州アートライン展」（10月23日〜11月29日）

▪都城歴史資料館（都島町） ☎25-8011
開館時間　９：30～17:00（入館は16:30まで）　

入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
※毎週土曜日は、小中学生は無料
休館日　10月19日・26日、11月２日・９日
・企画展「都城島津氏の本城を掘る」（〜11月23日）

▪高城郷土資料館（高城町） ☎58-5963
開館時間　９:30～17:00（入館は16:30まで）

入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
休館日　10月19日・26日、11月２日・９日

▪人形の館（山之口町） ☎57-5295
開館時間　９：30～17：00（入館は16:30まで）

入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
休館日　10月19日・26日、11月２日・９日

▪たちばな天文台（高崎町） ☎62-4936
開館時間　金土19：00～22：00、土日 祝９：00～17：00 

入館料　中学生以上300円　小学生100円
・木星を楽しむ会、皆既日食写真展

▪山之口弥五郎どんの館（山之口町） ☎57-3713
開館時間　９：00～17:00

入館料　無料
休館日　10月19日・26日、11月２日・９日

▪旧後藤家商家交流資料館（高城町） ☎58-6900  
開館時間　10：00～16：00

入館料　大人200円　小・中学生100円
休館日　10月19日・26日、11月２日・９日



市の提供番組紹介
世帯
人
人
人

（　　　　　）
（　　　　　）
（　　　　　）
（　　　　　）

今月の表紙

テレビ番組の案内

ラジオ番組の案内

都城市現住人口

石の上にも二百数十年
田んぼを見守る田の神さあ
　ユーモラスな表情や動きが特徴の農民型、いか
めしい表情で田んぼを見守る神官型、優しい表情
の地蔵型など、都城市内でもさ
まざまな形のものが見られる田
の神さあ。その数は市内に 130
とも 300 ともいわれています。
静かに田んぼを見守る田の神さ
あ。きっと、あなたの近所にも
いるはずです。地域の宝として
見直してみませんか？

　100 年以上前に建てられた高城町の旧後藤家商家交流
資料館。ここで先月、「後のひな」展と合わせてお茶会が
開かれました。当時の暮らしぶりが分かる建物の中でお茶
を味わうと、普段の忙しい毎日を忘れてほっとした気分に
なりました。これからの季節は都城の歴史を満喫できる島
津発祥祭りや都城盆地博覧会などのイベントが盛りだくさ
んです。この機会に皆さんも参加して普段と違った気分を
味わってみませんか？（明）

■MRTラジオ（AM放送936kHz）
　「みやこのじょうドキドキナビ」
　毎週：月〜金曜日（祝日除く）15：30〜15：45
　市民参加型のラジオ番組を放送しています。
　出演については、秘書広報課（☎23−3174）

■シティエフエム都城（FM放送76.4MHz）
　「インフォメーションM」　毎週：月〜金曜日
　9：49〜9：54、16：25〜16：30（再）
　市からのお知らせ、イベント情報などを放送します。
　毎週火曜日放送の「BON☆（ボンスタ）」
　（12：00～13：00）でも、市政情報や市民活動の
　紹介などを放送しています

■BTVケーブルテレビ（デジタル111ch、アナログ5ch）
※毎回10分間放送
　「みやこんじょジャーナル」
　① 6：50 〜　② 11：50 〜　③ 17：50 〜
　④ 20：50 〜　⑤ 22：50 〜

■今後の放送予定
10月21日〜31日
「島津発祥まつり」
11月1日〜10日
「ＭＪインフォメーション」
11月11日〜20日
「環境まつり」

問
①
市
内
の
小
中
学
校
で
活
動
し
て
い
る
外
国
語
指

導
助
手
を
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
で
「
○
○
○
」

問
②
本
市
と
友
好
交
流
都
市
と
な
っ
て
い
る
の
は
中

国
重
慶
市
江
津
区
と
ど
こ
？

問
③
11
月
１
日
か
ら
８
日
ま
で
開
催
さ
れ
る
島
津
ゆ

か
り
の
ま
つ
り
は
「
島
津
○
○
ま
つ
り
」

◎
応
募
方
法　

は
が
き
に
ク
イ
ズ
の
答
え
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
と
、
わ
た
し
の
一
言
や
10
月
号
を
読

ん
だ
感
想
を
書
い
て
、
〒
885

−

８
５
５
５　

市
役

所
秘
書
広
報
課
ま
で
。
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で

１
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
差
し
上
げ
ま
す
。

※
応
募
者
の
個
人
情
報
は
、
広
報
ク
イ
ズ
の
応
募
の
受
け
付

け
、
当
選
者
へ
の
商
品
の
発
送
以
外
に
は
利
用
し
ま
せ
ん

◎
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

青
井
岳
荘
レ
ス
ト
ラ
ン

　

食
事
券

◎
商
品
提
供
事
業
者

　

青
井
岳
荘
（
山
之
口
町
）

　

☎
57

−

２
１
７
７

◎
応
募
締
切　

11
月
２
日
㈪

　
　
　
　
　
　

当
日
消
印
有
効

◎
発
表　

本
紙
12
月
号

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
広
報
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
寄
付
事
業
所
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
秘
書
広
報
課
ま
で
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

◎
8
月
号
当
選
者　

永
友　

ミ
サ
子
さ
ん
（
庄
内
町
）

　

都
城
に
暮
ら
す
人
た
ち
が
、
地
域
や
職
場
で
認
知

症
を
理
解
す
る
た
め
に
、
支
援
や
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

に
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
認

知
症
は
、
他
人
ご
と
で
は
な
く
、
自
分
の
こ
と
と
し

て
受
け
止
め
る
こ
と
が
大
事
で
す
ね
。

平成21年９月１日現在　　　 （ 前 月 比 ）
世　帯　数
人 口 総 数
　　　　男
　　　　女
※国勢調査に基づく推計人口です。

島津発祥まつり

70,788
168,464
79,007
89,457

71
100
73
27

▪
８
月
号
ク
イ
ズ
結
果　

応
募
総
数
25
通

◎
正
解　

①
六
月
灯　

②
資
源　

③
将
棋

自然に囲まれた青井岳荘に
ぜひ来てください
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